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、
現
象
の
：連
帶
性
は
：そ
の
祓
雜
.寻
^
反
比
例
す
.る
ビ
の
學
說 

R
歸
着
す
る
。
然
る
に
こ
の
學
綠
は
實
例
^
依
.つ
.て
'否
定
1;
.る
：事

が

出

來

〔

る

。

「

猶

ぺ

：：
ば

水は̂^
 ̂

f

元
素
ょ
り
成
る
. 

I 

k
拘
ら
ず
、：兩
元
素
の
.連
帶
は
：頗
る

緊
密
で
、
::
水
を
ー
1
:元
素
^
分
析
せ
へ
る
：事

ば

化

學

史

に

：
一

;紀
元
を
劃
せ
：る
程
で
あ 

- 

る
::
°
之
^
反
し
て
水
.ビ
石
灰
の
結
合
な
^
ょ

々

祓

雜

攻

る

：現

象

を

考

.へ'る
K
、
も
の
連
帶
性
は
却
つ
て
減
少
し
、
石 

灰
：の
.水
.化
物
か
ら
水
又
は
石
灰
を
分
：離
せ
し
む
る
事
は
、
水
又
は
石
灰
め
構
成
耍
素
を
相
互
代
分
離
せ
し
む
る
ょ
办 

は
遙
R
容
易
で
あ
：る
;.
6
:
.
^
く
：の
：
如

さ

：は
ー

1
三
.：
の

特

例̂
非
ず
し
、て
廣
ぐ
，化
合
^
就
：

い
：：

.て
存
す
5:
規
則
：で
あ
'る
。

s
n 

:

一
 

ば
複
雜
性
ビ
連
帶
性
.の
關
係
は
br
ノ
ン
：K
の
：主
張
g
反
.對

め

如

ぐ

で

：あ

る
,
^
^
^
^

I  

素
の
連
：帶
性
が
物
的
.世
界
.の
現
象
^
於
け
る
そ
れ
、ょ
'丸
多
大
な
る
事
：起
.不
衾
ね
.ば
な

一
 

を
變
K

し
埃
續
れM

後

ち

な

然

る

^

之
が
爲
め
：k
、
皮
は
，

1

攻
の
'論
證
を
さ
：へ.爲
S
:
な
か
つ
た
。.
.從
つ
て「

連
帶
性」

?:
理
由
ど
す
る
方
法
變
更
の
主
張
は
、
不
充
分
な
る
も
の 

第
二 
十
奪
-:'
'

C1
H
ニ』

^

^

:.
第
九
！T

 

七 I:

.
:
. 

.

;

.■'
ソ
 

：;
.

''
■

 

.
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第

二

十

五

卷(

5

.

1

5

ジ
ョ
I

.

.

Vナ
ッ
I

K

ン
.ズ
の
毚
學
方
法
論
 

：

第

九

號

i
 

ユ 

.基
日
は
ね
ば
な
ら
な
.い(

註
八〕

。
' 

:
: 

:

| 

次
は
神
濟
摩
の
實
靈
の
還
で
あ
る
。
こ
、
^「

赏
，瞭
的」

€
は「

神
學
的」

及
び「

形
而
上
昂
的」

に
對
す
る
意
味

k
於
てv

あ
る
。
.fj.

ン
ト
は
.人
智
の
發
達
を
三
段
階
紀
分
，っ
、
.神
學
的
段
階
、，「

形
而
上
學
的
段
階
及
び
賞
證
的
段
階 

之
で
あ
る
。
8

的
段g

に
於
て
は
、
人
は
存
在
の
本
質
的
性
質
、
即
ち
、
馨
的
知
識
を
追
求
し
、

I

切
の
現
象 

S 

を
以
て
超
自
然
的
存
在
の
直
接
的
行
動
に
依
っ
て
作
ら
る 

>も
0

?
想
像
す
，る
0
換
言
す
れ
ば
宇
»
の
^
事
^
を
、

因
果
の
不
可
變
な
美
則
k
依
？

支

配

灵

f

?

し
て
S

く
、
賢
在
的
或
は
想
像
的
の
、
生
命
ど
馨
ど 

を
¥

る
も
の
、
單

一

な
る
、
而
し
て
K
接
の
意
向
S

?

支
管
れ
る
も
の
£

て
考
へ
る
。
形
而
上
學
的
段 

階
に
布
っ
て
は
超
A
然
的
存
在
の
代
.

杣
象
的
な
る
力
が
想
像
3
れ
る
。
そ
れ
は
總
て
の
亦
在
に
內J

上
す
る
屯 

，
粹
な
る
木
®
で
あCN。

總
てQ

g
,

象

を

造

出

し

g

で
あ
る
。M

の

段

當

於

け

る

證

黑

明

S
は
、
各g

 

象
を
そ
の
特
有
の
本
質
に
關
聯
せ
し
ひ
る
事
妃
過
ぎ
な
い
。
こ
.の
段
階
は
第
"一.段
階
の
#
形
^
す
ぎ
な
い
。
巾
‘性
の 

ガ
利
な
'る
時
代
^
淤
て
は
、
.個
々
の
■物
體
は
.生
命
あ
る
名
の
^
考
ベ
ら
れ
る
。
ミ
め
雄
想
^

1
步
を
進
む
る
時
生
ず 

f

の
は
、
不
可
視
I

存
在
の
觀
念
で
あ
っ
て
、
此
の
如
さ
存
在
が
事
物
又
は
.事
件
の
總
て
を
{

し
支g

す
る
。
 

最
後
に
は
こ
の
劢
0
を
有
す
る
名
數
の
事
物
が
取
一
な
る
神
ど
な
々
、

の
神
が
生
宇
宙
を
創
造
し
た
も
の
で
あ
.

CN、

I 

S

在
で
は
そ
の
不
斷
の
行
f

侬
？
 

S

象
を
3

し
支
f

.

?
考
へ
ら
れ
る
。
K

S
ん
で
M

s

一
 

な
る 

_ 

制
の
®
想
が
、
n
:§
•的
物
體
の
裡
k
内
在
す
れV」

螽

I

れV」

は
版
別
^
;れ
H

の
一
っS

力
、一

っ
の
勢 

 ̂

力
、
S

一
 

っ
の
玄
奧
I

s

l

m心
普
代
る
時
、
形
；5

S

代
S

る
の
で
t

。
最
後
S

S

ち
®

|

^
が
段
階
^
右
っ
て
は
、.人
は
諸
現
象
の
窮
極
厫
因
の
傑
究
を
放
棄
し
、
母
に
諸
规
象
間
の
不
變
の
隹
則
、
即
ち
繼

獨
'
I
I

し ™
™

"

望
3.
 :.M

M
M
nw

M
M
ITIF」」

Ei』

，._i—

侧

舅

解

^
^

i  
.
.
. 

* 

:'.——

.

«
せ
類
似
^
の
不
«'
的
關
係
を
求
ひ
る
事
に
從
事
す
.る
.。
詳
言
ず
れ
^
、
吾
々
ば
_
象
化
關
じ
て
以
外
に
«.
何
等
の 

知
識
を
持
た
な
い
4
そ
し
て
齊
ゲ
'の
_
象

，に

關

ず

る
#
識

ば

丨

關

锿

的

ゆ

も
^

':
s

°
脊

今

はM
何

な

る*
實
R
®f
c
s

v

%
 

o 
.知

れ 

. 

る
i

の

は

、

た
 

<繼

起

或

は

類

似

妃

於

け

幺

そ

の

者

：の

諸

關

係

の

.み
セ
..あ
る
。
此
等
の
^

,ち
同
.一
め
環
境
.に
於
て
ぼ
同
：一
で
あ
る
？
»
魂
象
を
互
：代
紱
合
ず
.る
？

$

先
件
及
び
後
件
ミ
し
て
結
合
す
5
處
'の
#

使
盼
繼
起
.き
、ハ
务
れ
等&

法
浙
衛
^

：

げ
ら
れ
、る
.o
. _

象
の
諸
法
則
己
を 

 ̂

.吾
等
が
知
6

#
る
總
：̂

ド

あ

气

3!
象
の
本
質
的
性
質
、
令
れ
#

の
^
^
^

- 

ざ
る
、ソ

测

撕

も

.の
で
あ
る
:̂

考
へ
6
れ
る(

餘
九
^

0

*:
.

.

 

^

ノ
か
“
、

る

見

地

ー

ょ

め

看

る

時

丨

縛

濟

學

は

遂

に

形

而

上

擧

的

だ

る

を

免

れ

吃

い

ネ

の 

I 

經
濟
寧
者
め
考
.ふ
み
處
_
侬
れ
ば
'

,
濟

擧

办

虫

：題
^

f

般

：社#^
科
：®;
^

-
.

然
る
^

ゴ
ジ
ト
に
依
れ
ば
ナ
社
會
の
經
鮮
阶
若
じ
ぐ
喚
產
笔

的

及

，び

政

治

的

分

折

5:
:
離

れ

セ

ば

，
、
て
實
諧
的
方

..法
垮
於
デ
て
は
成
繼
あ
舉
得
ホ
.1^
^

も
の
は
：̂

的
な
る
槪
念
忙
ず
ぎ
な
ゼ
タ
如
く
て
經
濟
學
の
自
負
^
れ
た
る
孤
立
ば
、
そ
れ
が
形
而
疋
妝
誠
聽
妃
立 

て
る
事
ヒ
立
證
ず
る
.
s S

ぶ
0
5 

&。
#
故
あ
れ
ゆ
コ
-̂

、卜
は
マ
.現
實
化
3
れ
だ
る
抽
象
^
歸
ず
.る
事
;̂
ょ
0
て
現 

象
を
詉
明
ー
ず
る
事
を

‘(

形

而

上

豪

的.方

瘡

ビ.名

付

け

，る

が
&:
:
;
1
^

L 

' 

* 

'

'

I 

w
v 

, 

1 

r 

.

て

..
'页

妃

コ

，ンK
ば

想

念

が

科
：#

的

た

ん

事

の#

も
破
實
寒
る
象
徵S

蜂

で

^

の
：

1
1

っ
：
の

試

準

に

侬

っ

セ

巧

第H

十
^
卷

：'C1I

含
^̂
 ̂

第
'̂

號
"

ノ
へ
セ
ミ

ブ

■
:
ソ

.
:
:
>
.
•
.
'
.
:
.
'

■
\

.

:

:

.

:
:
. 
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■■
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^
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第
.

U

十
艽
卷
-C

H

一
三-四〕

ジ
ョ
ン
•エ
タ
ッ
卜
，ケ
ア
ン
ズ
の
'ー
録
學
客
 

银
九
i 

4

コ
ン
ト
S

へ

ば

所

麗

濟

學

の

歷

史

は

繼

績

性

を

有

せ

の

で

あ

る

。
現
在
の
諸
經
濟
書
は
過
去
S

 

想
の
成
果
で
f

、
S

で
あ
る
代
ぶ
、
f

を
の
著
作
者
言
Q

S
品

s

f

?

t
、
f

 

Sド

的
な
る
S

荽

需

s

s

f

<す
？

S

、
含

爵

的

な

る

S

は
、
何

驚

誉

し

H

な
る
進
步

を
與
へ
る
事
な
く
、
. 

J
論
華
の
徒
勞
f

再
生
產
S

S

い

.？

經

濟

學

雲

は

ア
.ダ
ム
•
-
ス.
ミ
ス
：を
そ
の
“？
 

稱
す
る
S

S
は
なS

。

若
し
彼
S

眞

气

ア
ダ
ム•

で
、、
ス
の
科
學
的
承
繼
爱
ら
ば
、
彼
等
は
何
處
に
於
て

彼
等
？

S

S

?

獲

し

完

？

る
か
、
又
、
§

?

馨

見

.

|

2
の

彦

的

露

の

き

加

へ

こ

る
か
を
示
す
、、へ

秦

あ

I

。
不
偏
不
|

る
？

？

、
價
値
、
着

、
I

f

f

輩

的

？

靈

®

關
す
る
彼
等S

論
f

眺
ひ
I

ら
ば
、
そ
れ
は
缓
S

の
論
f

蓮

せ

し
め
る
I

I
二)

。
之
S

L I
ケ
ア

ン
ズ
はn

ン
ト
が
猪
せ
る
試
f

以
て
、「
5

1

 く
健
全
で
あ
る」

/

s

?

s
、
そ
れ

3
す
/
る
系
果
グ
コ
ン
ト
の
裔
論
ど
著
る
し
く
異
る
事
を
カ
說
す
る
。
ケ
ア
ン
ズ
ど
.雖
も
、
多
く
の
1

»
頌
文
^

力
^
:にn

ン
ト
2

エ
如
く「

形

而

S

尝

§

、m

れ
が
ニ
つ
の
_

货

來

す
る
も
の

で

あ

る

二

ふ

。
H

は
凡
S

會
的
I

は
、個
人
的
及
び
階
級
的
利
證
係
、
5

之

盔

じ

て

一

般

政

治
學
こ

密

接

な

關

係

矣

し

、
從
つ
て
か
、
晶

題

£

て

は一

般
公
衆
の
感
f

利

素

證

I

W

、
至

は

術

；J

缺
如
及S

俗
；f

 

S

I

Q

I

M
れ
で
あ
る
。
そ
s

f

し
て
、
5

る

證

篇

5
て
3

|

は
多
数

無
資
格
S

麗

す

る

。
け
？

か
、
5

は
決
し
て
經

I

Q

特
有
事
s

r

v

、
社
1

9

?

一
層
然

る
も
の
で
あ
る
。
3
れ
ば
結
周
經
濟
學
の
嘉
性
の
塵
は、
.著
名
f

經
濟
學
者
の
'著
作
鐘
れ
：た
る
學m
c依 

つンて決、せ
ら
れ
る
ベ
為
で
あ
る
。
然
る
：

ナ：

著
作
を
顧
る
^
、：
學
說
ゆ
衝
繽
性
、末
麻
育
な
：る«
:念
.の
：^:
達
の
例
ど
し
'て
％.
.乙
れ
程
に
著
を
じ
ぃ
も
の
_
、
.衡
的
见

索
の
歷
史
^
於
て
は
容
易
^
見
出
し
雛
ぃ
も
ゆ
で
あ
る
^
斷
じ
8
1
!
1
ー

)

。
メ
、、、_ス
.の
生
產
論
.:
値
値
論
*
外
.國
贸
易

論•

貨
幣
論
等
が
、
此
等
の
後
人
^
傲
つ
.で
如
何
^
發

展

せ

し

：
の

ら

れ

た

る

か

.の
，
歷

史

を

略

述

し

て

、
'
自

說

の

證

據 

ビ
す

る
 

f
i
l
.
5
。

：
. 

.

惟
ふ
^

十
九
世
紀
前
半
の
.英
國
經
濟
學
界
.

ノ
碩
學
鴻
儒
輩
出
し
て
そ
の
極
盛
時
を
現
出
し
た
る
ど
同
時
に
、
經 

濟
理
論
R
幽
す
る
論
#

も)

亦
最
も
織
烈
^ '
極
め
た
の
で
.あ
つ
た
，。
リ
力
ア
ド
ォ
對
マ
ル
サ
ス
の
惯
値
尺
度
論
爭
を
最 

大
な
る
も
の
^
し
て
ク
其
他
人
ロ
化
關
す
る
ン
マ
ル
サ
ス
對
：シ-
ィ
..|

「

:̂
,え
プ
：賃
鈒
忆
關
す
る
：
1 

”對
ソ
ーX

ト
ン
及
び 

口 V

ク
；等
の
論
#
^:
:f t
へ
5:
事
が
出
來
る

o從
つ
て

乙

の
M
R
*
秦

を

.置
ぐ
な
ら
ば
、
.

v

コ
‘
ン
ト
の
言
葉
もf

應
は
肯 

定
出
來
ふ
か
も
知
れ
.な
い
。
併
し
乍
ら
、：，
個
々
の
：，學
說
ょ
：々
も
經
濟
學
全
般
を
等
慮
す
る
な
ら
ぼ 

'
寧
ろ
'ヶ
..ア
ン
ズ 

說

が

遙

広

多

大

の

眞

现

を

含

办

る

も
.

の

匕̂
は

ね
'ば

な
b

g
。
：
：

ス：：

：
恥

み

峻

依

つ

^
開
拓
を
れ
た
る
‘生
產
論
^
始
る
正 

統
派
經
濟
學
は
ノ
マ
.V

テ
ス
の
人
0 '
-
論
^^
修
つ
て
、「

ソ
.
.ヵ
ガ
ド
オ
の
^

師

論

の

：
風

眼

ミ

な

々

、
，
、ゾ

ィ

二

オ

ア

の

利

子 

論

之

に

加

つ

七
’
遂
に
ミ
水
の
繰
合
的
齡
濟
學
ビ
な
つ
％
.

輕

な
象
努
ガ
吹
自
然
的
成
果
で
は
な
く
し
て
、
#

a
が
を
の
先
人
吩
學
說
^
修
鑛
^
補
遺
む
宣
明
を
に
^ :
* :
せ
.る
成
果 

で
あ
^
。
，3
れ
齡
此
以
點
ぬ
關
^ :
る
コ
ン
.ト
'の
«

評
は
失
當
$

い
.：は
权
ば
#
&^
办
。
« :
» ;

.
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部
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す
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濟
學
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世
の
經
濟
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榮
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組
織
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f
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大
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械
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营
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濟
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摺
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總
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濟
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縫
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：

「

：.：ぞ
^

-
味
杈
淤
妙
る「

有
益
锉」

を
：有
す
べ
：き
喾
允
あ
名
;0
'
:否
、；*
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ぇ
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^

^
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；
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兼
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を
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狻

雜

性

に

矛

群

せ

-

l

s

:

l

l。

社

會

瑰

象

：
の

查

は

次

の

I

一
一
事 

を
1

す

〒

1

_

々

め

想

管

組

輯

4

■

ん

案

め

的

#
念
の
.世
界
を
f

羞

、
第
I

ほ

景

狀
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著
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濟
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.
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濟
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濟
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■

的
秩
S

豫
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薄
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し
f
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で
あ
る
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む

は

■
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S

豫
3

非
ず
：し
て
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向
の
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見
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票
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.
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^
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存
せ
ず
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y
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輕
濟
學
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枣
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係
に
立
つ
他
の 

諸
科
學
k
存
す
^

o
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諸
耻
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經
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學
の
程
度
に
進
步
す
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ふ
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兩
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應
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.
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ヶ
ァ
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擧
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管
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；弋
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篇
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す
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す
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^
及
凌
換
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匁
澈
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す
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す
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總
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す
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濟
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；
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^
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否
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^
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の

意

親

を
 

知
4
、
を
0
著
作
を
嶺
み
る
者
は
、
か
、
る
：ヶ
'ァ
シ
デ
の
批
評
が
大
體
化
於
て
肯
綮

^

當
れ
る
を
感
ず
る
で
ぁ
.ら
ぅ
0 

:

:
ノ

：

っ
，

ィ
ン
，ズ
^

遞

謂「

永
：く
_

國
_

濟

寧

め

植

威

あ

.る

.敎

.科
«

r
そ

の

論

理

的

方

法」

は

！ 

邊

：七

#

；编

.皆

き

ザ

丨

«

翁

' «
*

座

.

2

.授

ど

し

て

行

へ

る

驚

か

ら

成

•つ

た

も

の

で

，̂

、

S
八

b

i

 ニ

：

月彼
：：

の
死
：
の

直

前
^

訂

年̂

れ

ね

も

：の
：
で

v

あ
る>
;
_
者

、は

初

版
«

不

幸̂

1.
^

'*
版

は

見

る

を
'#
な

か

つ

た:0
.'
 

. 

. 
v.̂
 

.
,;
?''
'「

.
“
一

 

. 

V
上 

先
、、つ
ヶ
ァ
シ
ズ
は
一
經
濟
學
0
主
題
た
る
富
，は
科
學
的
取
极
を
受
け
#

る
^

の
f

第

,
一'一、
そ
の
生
產
及
分
*
 

，.の
法
則
が
存
在
す
.る
事
、：：三
、
人
類
は
备
の
產
業
的
活
動
代
於
忙
は
、
單
な
.：る
氣
紛
れ
や
偶
然
事
纪
支
配
さ
れ
ず
し 

.て
、’
廣

く

絕

え

ず

作

用

し

、
：：

.
を
の
故
^

發
見
：S
れ
分
類
さ
れ
、
名
て
爾
後
の
演
繹
の
原
理
^

し
.て
役
立
た
し
め
#
 

ベ
き
諸
動
機
^

支
酿
さ
れ
得
る
擊
、
.四
、；人
類
行
爲
：の
諸
法
則
ど
諸
動
*

の
硏
究
.は

、
；
宗

敎

及

偸

理

.
の

精

操

ヒ

義

務 

に
背
反
し
な
い
«

そ
、
旣
に
承
認
^

れ
た
も

q

ど
看
做
.

も
め
：：で
_

る

パ

こ

：の

中

舘

四

：の
名
の
，は

經

濟

學

の

科

學

的 

要
請
で
は
な
い
か
：6
之
を
潘
会
、：'
殘
：るI

一1
つ
に
：瓛
^
て
考
察
す
る
^
卜
第
^

恐
ら 

ぐ
無
用
で
あ
ら
ぅ
/-
°
_
*
濟
學
は
單
に
物
#

S
:1
.
.て
.'の
富
を
論
ず
;5
の
^

は
なS

。

」

富

を

中

心

，
^

せ

る

入

間

活

動

即

ち 

:

潘
三
前
提
^
謂
^

观
の
產
業
的
活
動
を
論
ず
る
も
0

で
*
^

か
&

、,
こ
れ
が
：合
法
則
性
?:
®

め
る
似
^
、
富
そ
の
も 

の
、
合
法
性
の
.前
提
の
如
^

は
、
.:
-無
用
た
る
の
み
な
.ら

ず

、
：
：；
無

意

味

：で

あ

;;
&
9

。
ぃ
又
、

：第
ー
：一

前

提

は

笛

fl.t

前
煶
の
部 

分
又
は
特
殊
の
場
合
妃
外
次
ら
な
い
o

從
う
冗
先
.づ
往
目
せ
.ら
る
べ
会
は
第
昼
则
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
乙

の 

前
提
は
苟
く
戈
經
濟
科
學
の
存
在
を
肯
宠
す
る
以
^
:
:

〈

必
然
的
^

認

：あ

ち

れ

な

け

れ

ぼ

な

ら

な

い

；
。
、

.即
ち
、：

當
然
の 

論
理
的
前
提
で
欢
け
れ
ば
な
ら
な
い
琴
同
時
^

ノ
そ
の
眞
现
性
は
經
濟
學
そ
の
も
の
^

依
り
て
示
3
れ
ね
ば
な
ら
な 

い
^

然
.名
妹
第
£

前

提

：の

論

理

的

性

質

は

少

1>
く
之
ミ
異
名
。
'
仑
れ
は
經
濟
の
赤
立
^
論
理
出
必
耍
な
る
前
提
で
：
 

は
な
^0
.
:
:强
ひ
.
2
日
へ
ば
生
產
理
論
及
分
配
理
論
の
前
提
€

い
^

理
論
^
か
は
、
，，經
濟
理
論
の
分
類
上
與
へ
治
れ
信
名
稱
^
過
答
效S

灌

ぁ

り

^
:、.
.そ
の
：論

理

的

性

質

に

龄

で

：
は
他

梦
.
1
:
.
一
十
:^
卷
ノ 

c
.
l
'
l
.
!
s
j
.
.
v 

,

タ
.ヨ
シ
.
*
. 

H.

リ
.
.呀
.ツ
；ト
•，ヶ

ア

.^
ズ
；の&
濟
學
方
.法
論
へ
.，. 

.

.

第
^
號
へ
.

.
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'



第

ニ

十

五

声(

1
三
三
5

ジ
ョ
ン
‘

エ

リ

ナ

？

-
ヶ

ア

ン

ズ

ぃ

の

經

濟

學

方

法

論

''
第
九
'號

、
二

の
經
濟
理
論
之
異
ら
な
い
。
從
つ
て
そ
れ
等S

存
泣
土
特
.
K
別
個
の
前
提
を
必
要
ど
し
な
い
。
他
方
第
二
前
提
は
勿 

論
分
類
原
®
で
は
衣
い
。: '

從
：つ
て
第
：

H

前
提
は
蛇
足
な
3
:̂

の

結

論

に

到

達

す

る

。

•

:

這
個
論
理
的
前
提
の
外
^
、
經
濟
理
論
夺
の
も
の 

> 形
成
^
必
要
な
.る
、；.
い
は
く
具
體
的
前
提
が
存
す

る

。
，
筆

者 

は
觅
に
之

^

就
い
て
論
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

:.
ミ
の
問
題
は
經
濟
學
の
對
象
た
‘る
經
濟
現
氣
の
-性
質
を
分
析
す
る
事
か
ら
始
.め
ら
る
.、
? :

有
利̂

す
る
0

今
ヶ
ァ 

ン
ズ
：の
立
場
を
明
^

す
る
爲
め
k

少
し
く
論
述
の
範
圍
を
擗
大
し
て
、
.
ミ
ル
及
び
シ
ィ
ニ
ォ
ァ
を
、
本
問
題
k

關
す 

る

限

ぶ

於

て

顧

み

よ

ぅ

。

：、
、
、

V
R
從
ヘ
ば
人
知
日
2

野
は
自
然
科
學
S
精
神
科
學
に
分
た
れ
る
。
自
然
科
學
ど
は 

物
及
び
一
切
の
複
雜
な
る
現
象
を
物
の
法
則
^

依
存
す
る
限
ぅ
^

於
て
論
ず
る
學
で
あ
々
、
精
神
科
學
ビ

は
，精
神
及 

び一

切
の
祓
雜
な
る
現
象
を
心
意
の
法
則
に
依
存
す
る
.限C

V

に
於
て
論
ず
る
學
で
あ
る
。
雨
者
の
區
別
は
各
が
關
與 

す
る
對
象
^

存
ゼ
ず
し
て
對
象
を
取
扱
ふ
範
圍
の
差
よ
6

生
ず
るV

 

.い
は
ね
ば
.な
ら
な
い
。
かA

る
立
揚
よ
*

C
s

看 

る
時
、
富
の
生
產
の
法
則
は
、經
濟
學
並
び
^

總
て
の
自
然
科
學
の
兩
者
の
主
題
で
あ
る
が
、然
.も
.そ
^

等
の
法
則
中
、
 

純
鮮
衣
る
物
の
.法
則
は
自
然
科
學
R
屬
し
、
.人
心
の
法
則
は
經
濟
學
k
屬
す
.る
。'
換
言
す
れ
ば
、
經
濟
學
は
物
の
，生 

產
及
び
分
配
:̂
.關
與
す
る
心
意
の
現
象
如
何
を
硏
究
す
る
ど
§

®

。
即
_ち

ミ

ダ

は

經

濟

學

の

身

象

が

物

、
ぃ
兩
^

こ 

跨
る
も
の
で
あ
る
事
を
認
め

.

て
ゐ
る
。
惟
6
經
濟
現
象
の
み
で
な
^
。
.政
治
學
の

I

對
象
の
.如
，さ
亦
然
々
で
あ
る
o
け 

d

 
yの
信
ず
る
處
に
侬
れ
ば
、
心
意
の
法
則
^
物
の
法
則
^

は
頗
る
異
つ
た
も
の
.で
あ
る
が
故
^
、
之
を
同 

1

硏
究S

.

異
部
分
S
爲
し
得
ざ
る
も
'の
で
あ
る
。
故
^
物
心
雨
者
の
屬
性
に
依
存
す
る
祓
雜
な
る
現
象
は
、
ニ
個
の 

全
く
別
な
料
學
の：

對
象
ビ
な
气
そ
0
1'
は
夺
の
現
象
が
物
め
法
則
纪
依
存
す
る
限
办
妃
於
て
之
を
1

极
：巧
他
0

亡

は
心
意
の
法
‘則
^
侬
存
す
る
：限
6

終̂
で
.之
1
論
ず
ん
.事
^
を
る
0-
,で
知
る
c
f
l五^

グ
ィ 

一

r 

V

K«-
乙
の
意
見
に 

讃
意
を
表
し
て
日
ぐ「

か
、
る
意
見
の
.正
當
な
る
ば
明
白
で
あ
る
々
 

'ご
れ
が
判
然
ビ
述
べ
も
れ
た
の
は
初
め

V

 V

あ 

る
が
、
暗
默
の
間
.に
從
來
行
は
れ
た
の
で
知
る
。〃
經
濟
學
者
は
機
械
學
的
法
則
や
フ
化
學
的
.法
則
を
述
べ
ょ
ぅ 

ど
は
し
な
か
つ
た
。
經
濟
舉
者
が
自
己
の®

k保
留
せ
る
は
、
經
濟
的
行
爲
を
支
配
す
る
の
心
的
法
則
で
あつた
o 

彼
が
自
然
料
學
^
依
つ
て
與
へ
ら
れ
る
諸
事
實
を
、
自B
の
前
提
^
し
て
用
ゐ
る
時
、
彼
は
そ
れ
を
說
明
し
ょ
ぅ
ど 

汍
し
改
か
つ
た」

e
:
s
£
c,
。.

;
,.

- 

^

げ
れVj

も
ヶ
T
ン
ズ
は
こ
ゝ
か
ら
ミ.ル
及
シ
ィ
一
一
ォ
^
冷
棚
を
分
ク
た
。
彼̂
從
へ
ば
經
澈
舉
.は
精
#
科
學
の
範 

嘻
R
も 

> 

’
自
然
科
學
0:
範
疇
に
も
屬
し
な
0 

o精
神
的
自
：然
も
物
的
自
然
：も
：共
私
、ソ
經
濟
學
者
め
硏
究
の
主
題
を
形 

成
し
な
、

S

。'

彼
ば
物
的
現
象
を
考
察
す
る
ビ
共
に
、
等
し
く
精
神
現
象
^
も
：考
察
ず
る
。
，け
れ
ぞ
も
孰
れ
の
場
合
に 

於
て
も
、
:之
.̂

以
て
自
己
の
科
學
が
說
明
し
な
け
れ
：ぼ
な
ら

g

現
象
を
し
セ
や
は

.な
い
、
。
.
.
固
ょ
を
齡
觀
學
め
主
題
は 

富
で
あ
る
。
而
し
て
富
は
物
的
對
象
，の
裡k
存
す
る
も
、
然
も
令
れ
は
物
的
な.る
於
故
に
富
た
る
へ
に
非
ず
し
て
、
價 

.
^
.を有
す
る
：̂
故
で
&:
.る
：.即
ち
#*
刺
に
依
0
て
與
へ
：ら
れ
ノ
た
る‘..

.一.

属
性
^
、，̂

れ
.等
が
#
す
-る
..が.®:
.
.で
あ
る
.
o.
か 

く
て
經
濟
學
の
主
題
は
純
粹
に
敝
的
な
ん
の'で
も
な
く
、へ
純
粹̂'
心
的
な
$
の
で
も
な
い
ッ
を
作
ば
觀
雑
な.
1特
性 

を
有
し
：'
自
然
の
兩
部
門
が
ら
等
し
く
卯
出
含
れ
：る
。

)

そ
の
法
則
ば
物
.の
；

g

則
及
.び
！£
»の
法
：則
^
等
し
く
依
存
す 

る
も
ノ
.然
か
法
則
そ
の
も
の
ば
精
#
的
法
則
でも
*'
け
れ
_
物
的
法
則
で
も
_
い
。
が
ぐ
ゼ
.經
濟
學

：.
^
1
»
の
：中
間 

的
地
'位
を
^
む
；る
，

7P

の
で
あ
々
、
：歷
史
的
、ノ
政
治
的
？
社
會
盼
研̂
^̂:
含
す
5-
硏
究
0
種
«
に
^
'關
聯
せ
，る
.も
の 

で

影

る^ '

鐘
：

tl 

s
o へ：
.'■.
:'■
'
- 

'
.

へ
；
：.：'.

V

.

.

.

:

:

,せ
^
^
^

.
第
1
1屮
5£
卷

c
l
.
l
i
!
.
i
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:

ジ
ョ
ー
シ
i

リ

ト

•
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ナ
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•
證

十

艽

卷

.
C
1
3
三
四)

ジ
ョ
ゾ
”
艾
オ
タ
k 

•奕
艾
緣
濟
學
銮
論
. 

紙

九

酿

へ

A
.
i 

' 

'
3
规
#
令
句
.の
.示
す
如
く
，

ル
.は
事
象
を
物
^
心
：の
ニ
ケ
^
分
：け
/2
0'
令
し
て
乙
.'れ
ょ-CS

し
で
.印p^

l
l
a
:

神
科 

'學
€
嵙
然
#
學
^
分
认
た
.:
9
.
:
:
事
象
^

^
攻
に
分
^
贫
考
，奮

，* ;
の
#
咨
.敗
聊
ど
し
て
、
•
ぬ
之
を
肯
忠
1"
5;
:
^-
し
て 

.
も
、
'
:乙
’の
*
ょ

セ

直

知

H

v

眢̂
5r
;
:i;
然
科
學
も
筱
_

^
必
^
屬

せ

じ.
5を
_

^
ば

多

，ぐ

の

凝

間
0;
佘

地

が

存

す‘
で
^

,
芯

,-
況

ん
^
 ̂

v

看

る

事

は
 

'容
#-
に
.#:
'
-̂
じ

雛

い̂

於

い

て

を̂;
で

あ

る-;
9
:グ
ァ
；
ン
：
ズ
の
：認

何
故
^
:
:た
ど
へ
ー.1

應
で
名
考
へ
^
.
か
つ
.
^
の
で
あ
ぎK

か
。：ぎ
れ
ぱ
.̂:
.て
ゲ
ァ
ゾ
，
：
ズ

_

^
 

「

で
種
の
中 

間

地

位

」

.
I .
B '
ふ
®
^ ;
派
^
_

不

见
§
_

を

免

れ

な

S
,

で

^

を 
>が

？■歌

驚̂
1:卒

直_
表

眠

せ

る

聽
_

於

て

、

ミ, 

も
ぅ
は
一

一

步

を
f
t
め

た

る

も

の
^.
も
.言
a
得
る
：
で

紅

レ

，
フ
。

：

げ

れ
r
も
科
學
體
系
啉
^

於
切
て
_

鍊
學
：が
占 

地
位
に
關
す
る
W

漭
見
解
の
相
違
は
：
V ..S

は
.：|

葉
の
：問
題
唤
趣
を
攻
い
,

1
1

つ
の
複
合
的
性
質
を
有
す
る
の
權
本
妳
事
實
_

-:
聽
者
の
#

じ
('
0
摩
仏
る
'處
於
か
&-
驚
奴
を
' 

a:,
,
.
:
:
:
:
:
.

':
:.  

旣
に
經
濟
學
がT

の
中
間
的
地
位
を
占
ひ
る
I

で
.あ
る
a ,
J i
、
#

の
，主
題H

#-
的
>
4
现
的
及
精
_
^

學
の
職
能
な
の
で
あ
る
。g

れ
f

此

象

諸

置

.諧
：爵

■

も
办
を
翳
ず 

い
卢
そ
れ
等
は
經
濟
理
論
を
演
繹
す
べ
备
雜
提
贫
の
セ
あ
る
。

:

リ

 ̂

'
: 

r

 

.:::
■:
;,レ 

“
狗
^
經
濟
學
の
前
提
ば
版
の
^
纖
部
門
の
結
論
反
び
近
_
的
現
象
1:
<

%
令
も
：の
，で
あ
令
て
、：
»
に
.入
_

べ
於
け 

る一

S

心
的
感
慠
及
び
動
物
的
性
向
，
生
産
の
行
鬆
る
物
的
諸
條
件'::

敗

腐

的

豪

、
.產
業
的
_
術
の
：狀
態
等 

&

事
實
で
あ
る
。
此
等
は
富
の
現
象
の
.發

生

し

取

る

恰̂も

*
曝系の

1-
現象が自緣界

0:
.
物的諧

功及

':
*
學
的
諸
法
則
：％
ら
發
^
し
來
：る
來
等
し
い
0
で
あ
_る(

訪
1
1
.
錄

«

接
蒙
の
總
ヤ
が
經
濟
學
の
前
提
:J

S

で
な
い
。'
ミ

£

文
か
經
傭
的
硏
究
k

適
切
次
る
も
の
.ど
、
然
ら
ざ 

る
も
の
ど
が
區
別
5
れ
衣
け
れ
ば
な
ら
な
い
|

冬
れ
.は
如
何
^

し
て
行
は
る
べ
さ
で
あ
る
か
。
こ
の
問
題
^
對
す
る 

解

答

は

、
詹
經
濟
學
亦
成
就
せ
含
す
I

的
i

察
す
5
k
,

依
？

決
せ
&

S

け
れ
ば
？

な
い
。
經
濟 

學
の
目
的
從
賓
の
在
齑
及
分
配
.の
法
_
?:
發
見
す
名
在
る
。
故
祀
經
濟
學
'の
前
提
を
：構
戚
す
る
.の
諸
事
實
は
、'
赏 

の
生
產
及
分
配
汉
澎
響
す
る
の
諸
事
實
で
な
け
れ
ば
ぶ
ら
2

0
:然
^

咖
,
,石
事
實
は
無
數
セ
あ
3

广
各
_の
性
質
は
多 

繼
で
あ
4 

Vそ
填
等
の
關
聯
の
法
侧
は
坏
明
瞭
で
あ
^

刺
吟
ぼ
«

の
遲
求
^

於
い
て
、
人
®
k

蒸
響
す
る
願
望
、
 

欲
情
;:
,
性f

 

■

殆
沈
：石
限
で
あ
る
、(

け
れ
.で
も
、
^
れ
等
の
間
に
在
竞

性

を

带

す

系

馨

.;
^
、」

確
智
れ
得
べ
く
、
又
、I

度
確
知
さ
れ
■

時
は
、
窗
.の
.生

靡

及

分

.配

の

最

も

.重

要

な 

る
W
■

を

:■
乘

等

の

法

_

が

精

神

的

晋

暴

響

填

;:
'
5.限

襄

於

_て

、

狭

定

オ

る

の

素

材

を

興

寒

る

も

の

. 

で

あ

る

，
之

を

把

搌

す

る

事

が

經

濟

學

者

の

：第

一

任

務

で

あ

る

。

次

い

で

：人

間

性

^
結
合
せ
る
主
要
な
る
：生
理
學
的

事
貨
を
鄉
州
せ
ね
狀
歲
迅
ぬ
。
そ
^
沈
最
後
^
人
.間
の
勤
勞
響
そ
_
上
^
衍
使
せ
&
る
:>
,
自

然

的

注

產

要

因

の

主

.嬰 

方

ゆ

物

識

特«

^
碯

知
1
な

け

れ

ば:2
:
ら
.ぬ

篆

註1
§ 

:

: '
;

'
'

。
所

柴

$

':
!

2

_纖
_
議

.廣
衣
巧
戈s

!
v
v

しH
、

方
：:T
ンX

が
先
'づ
擧
示
す
^

^
の
.は
"、1:

物
的
：幸
福
^
對
す
る 

.'一_

_
曹
^

.

_び
之
を
取
得
す
る
手
; ^
,
; ^
^
の
富
; ^
翁

; ^
§
-

ゆ
ぱ
權
味
.规
靡
放
;:
^

:t
t
^
:.
:
k
;,
#
'.
o

0
1
1肩

,^
霸
す
--
5
.淨
避
の
有
纖
性
;4
:
剁
«

す
^

^
ヵ
^
-
—

即̂
^

^
れ
等
の
精 

.
l;)
]
i
_<«
l
-: «
:a
i>
八
^

^

_

f̂i
;v
*
:
;
»

#
:?
:
#
;r
r
富
^

m

#せ
^

ビ
す
^
'
®
望

.が

生

ず

る

ー 

I
、
へ
”
、

1

の

Jf
e

w

^

犬'!-

铬

二

汁

u
 (1111

三

S

ジ
ョ
ン
•
エ
リ
ォ
ッ
-
•
ヶ

ァ

ン

ズ

Q

„

名
 

'
第

九
！！ 

<

五
.：



W 
ニ
ナ
在
卷(1

三
三
六)

.

ジ
ョ
ン
.•エ
リ
オ
タ
ド
‘
ケ
ア
メ
ズ
の
經
濟
.學
龙
法
論

::
'

'

第
九
披.：

■

八
六

ど
結
合
し
て
、
人
ロ
法
則
を
決
定
す
る
の
傾
向
、
，土
壤
そ
>0
他
、.
人
間
の
努
働
^
創
意
が
行
使
せ
ら
る
、
自
然
的
要 

因

の

物

的

*

質

等

之

：で

あ

る

-f
i

I

,
 

tれ
は
シ
ィ
ニ
オ
ア
が
經
濟
學
.の
四
.基
本
命
題
ビ
し
て
擧
承
す
る
も

の

K
m 

る
類
似
す
る
。
即
ち
、
ー
富
^

對
す
る
一
般
的
願
望」

;-
1
人
ロ
法
則」

_「

收
穫
；遞
減
：法
則」

：「

資
本
の
增
大
に
依
る
生
產 

力
の
僧
加」

.が
這
個
四
甚
本
命
題
^
謂
は
る 

>
の
で
あ
る
が
、
第
.'

1
'

ど
笫
1
1ー

は

全

く

兩

者

共

通

で

あ

办

、
第

：一
一
は

、
. 

ケ
ア
ン
ズ
の「

土
壤
よ
他
人
問
の
勞
働
^
劍
意
が
.行
使
せ
ら
れ
る
自
然
的
要
因
の
物
的
性
質」

中
^

包
含
せ
ら
れ
る
0 

第
四
は
ケ
ア
ン
ズ
の
前
提
中
^

は
含
ま
れ
て
ゐ
な
.ぃ
，が
、
て
の
命
題
の
菽
礎
た
る
制
欲
は
ケ
ァ
\
ズ
も
之
を
承
認
す

這
般
の
前
提
中
、
，土
地
^
關
し
て
は
特
に
ヶ
ァ
ン
ズ
は
1
'論
文
を
草
し
.て
そ
の
經
濟
學
に
對
ず
る
重
要
性
を
檢
討 

し
て
ゐ
る「

經
濟
學VJ 
土
地」

(Fortnightly 

R
e
v
i
e
w
,

 
J
a
n
u
a
r
y

. 

Ioo
7
0

〕

k

題
す
る
も
の
'之
で
あ
一
る(

註
-

: 

之
等
の
諸
前
提
の
外
^
正
*統
學
派
の
人
々
の
總
て
が
設
定
し
來
つ
：た
：.

一...

假
說
が
あ
る
。
自
由
競
爭
の
假
說
で
あ
る
。
 

0
ょ
々
彼
等
ど
雖
も
、
現
實
の
經
濟
社
會
が
決
し
て
そ
の
自
ff
i
競
爭
に
，於
て
、
：，理
論
的
完
全
さ
を
有
す
る
も
の
で
な 

S

 

s

 

S
た
け
れW

、
己
れ
k
對
す
る
妨
碍
は
結
局「

妨
碍
原
因
な
け
れ
ば」

或
はr

他
の
事
情
に
し
て
.不
變
な 

ら
ばj

等
の
制
限
的
字
句
を
以
て
表
現
せ
ら
，る
べ
.く
、
之
が
原
理
^
及
ぼ
す
影
響
は1:

種
の
歪
^
し
て
'、
後

^
斟
酌 

せ
ら
る
、
を
以
て
充
分
な
办
^
し
た
°
然
る
^
ヶ
ァX

ズ
は
彼
の
不
競
爭
集
圈
說
k
も
看
取
せ
ら
る
ゝ
が
如
く
、
這 

個
自
由
競
#
の
假
說
R
重
大
な
る
制
限
？:
附
す
.る
も
の
で
あ
る
。

E
に
ス
ミ
ス
以
來
の
世
襲
財
淹
ど
し
て
殘
^
れ
た
る
も
.の
^「

^
昏
|

か
ぼ」
の
，思
想
が
あ
る
0
ヶ
ァ
ン
ズ
^
從 

へ
ば
#
謂；Laissez

かire 

'沘
赏
踐
的
準
則
ビ
し
て
の
/-
:
>
:
及
：び
；.科
擧
的
原
理
ゼ
し
て
の
^
«
:の
，意
義
>
有̂
：す
る
> 

S

的
準
月

ビ
し
て
の
そ

れ

は

..た
ビ
へ
そ
の
意
美
を
減
少
し
來
つ
^V

J.

は
云
へ
、
尙
他
R
比
ぶ
れ
ば
比
較
に
な
ら
な
い 

程
安
全
な
指
導
者
で
あ
る
。
付
れ
.ざ
も
科
學
的
原
理
ど
し
，て
：は
、
旣
^

倒
壊
せ
る
も
の
で
あ
；る
0

科
學
的
理
論
ビ
し 

て
の'L

a
ls
s
.e

z
-

fa
lre

は
次
の
如
く
主
張
す
る
n
人
類
♦か
到
達
し
て
ゐ
る
道
德
的
替
的
發
達
の
實
狀
R
於
け
る
、
あ
ぅ 

の
ま
、
の
人
類
を
考
ぺ
、

0
,
.
人
類
を
圃
繞
す
る
世
界
の
物
的
事
情
を
考
慮
.
^
入
れ
、
，最
後
^

最
も
近
代
的
な
.る 

阈
家
k

於
て
了
解̂

れ
、;

維
持
さ
れ
て
ゐ
る
如
さ
私
有
財

產
制
度
を
受
久
れ
る
な
ら
ば
、
.自
利
の
.刺
戟
は
個
々
人
を 

導
.

S

て
彼
等
の
物
質
的
幸
福
に
關
與
す
る
被
等
の
全
行
爲
R
於
て
、'
彼
等
自
身
の
福
利
及
び
總
て
の
人
の
福
利
^

®
 

.も
有
利
な
る
徑
路
に
自
ら
進
ま
し
む
る
も
の
で
あ
る
せ
。
；然
る
：̂
■か
'、
る
主
張
は
一
一
つ
の
想
定
を
包
含
す
る
o
そ
の 

一.
は

人

の

？
«

は
；根
本
的
^̂
は
同■

1'  

で

あ

る

事

即

ち

自

..己

^
.最
.:̂
有
利
.な
.
.る
も
0,
.は
.亦
.他
人
^

^
最
も
有
^

で 

あ
る
^

の
想
定
で
あ
^
/

そ
め
二
は
各
個
人
は
他
人
の
利
害V

J
1

致
す
る
ど
の
意
味
^
於
て
自
己
の
'利
害
を
知
悉
し
、
 

且
つ
强
制
な
く
ん
ば
、
乙
の
意
味
^

於
て
自
已
り
：利
害
^

隨
ふ
.ミ
の
想
定
で
.あ
る
.。
ケK

ン‘
ズ
は
先
づ
敏I

想
定
を 

肯
定
し
、
充
分
了
解
3

れ
る
時
、
人
類
の
利
番
は
根
本
的
^
|

で

あ

る

事

を

，
確

信

す

る

。
然

る

^

第
ニ
想
定
は
、
第 

1.想
定
，か
眞
な
る
が
如
ぐ
^

、
誤
謬
で
あ
る
ど
斷
定
3
れ
る
。
所
謂
樂
觀
主
義
の
：徒
は
第
ユ
想
定
を
も
肯
定
す
る
の 

で
あ
る
が
、
そ
S

理
は
誠
k
.
奇
妙
で
あ
る
。「

人
類
の
利
«

は
.自
然
ド
調
和
的
で
あ
る
、爲

吾
等
は
人
民
を
自
由 

k

放
任
せ
な
け
れ
ば
な
：ら
ぬ：。

：

然
ら
ば
社
會
的
調
和
は
結
果
し
來
る
べ
さ
で
あ
る」

；匕
論
結
し
、' '
.恰
i

第
.ニ
想
定
は 

自
明
の
理
な
る
が
如
く
に
考
ベ
、
こ
れ
を
妨
('
'

る
欲
情
、
偏
見
：、
憤
習
、階
級
的
利
害
等
の
存
在
な
さ
も
の
、
如
<
k 

言
ふ
の
で
あ
.，る
：。

人
，
，
が

自

己

の

利

益

を

：追

ふ

^

當
つ
て
、：他
人
の
.
.利

益

；な
：.々̂
考
.ふ
る
.

«

ろ
の
も
の
R

|

致
せ
：
 

ん
ビ

ず

る

の
'事
實
を
示
す
事
は
、
固
ょ
6

易
々
^

る
i

0

で
あ
る
が
乙
り
事
^
、
-:
'
'.眞
^
.
他
人
：の
利
览
ぺf

致
す
る
炙 

第
二
：中
五
卷
-

a
s

七.

〕

：

ジ

ふ

V
す
タ
ト
•.ケ
ア
ン
ズ
：
の
.
經
濟
擧
方
法
論

 

第九
：！！

.

八
七



‘

■•
■

十

s

 

.(：！

'
三【

ニ八
：：> 

v

ョ

-ン
-
•
土

リ

^

ッ

小

-
ヶ

ァ

ン

ズ

の

鏟

濟

^

方

法

論

.

第

.

.
^
號

v

v

.
の
1 ;
.味

.
^
於

七
' パ
 

'自

羽

を

追

ふ

事

ゼ

：
の
：
間

に

は

間

隙

，か

#

ず
6:
。L

s
lis

s
e

z
lfa

ire
:

學

徒

：の
：
議

論

に

於

け

.る

.こ

の

吼
寒
こ 

は

，
今
日_

で

綺

梁

が

：
架
せ

&

れ

せ

ゐ

な

：
い
>°
人

間

は

自3
の

見

解

ピ

性

向
.ど
^

從
0
セ

自

己

办 

追(

求
ず
：：る

。

.
必
：ず̂
も

他

人

及

蚤

般

：の
：
利

益

^

.1

贫

す

石

：意

味

灾

隹

.利
£

追

求.は

し

な

いo
從
づ
'.て

社

歆

の

經

濟

現 

.
象
：が
常
に
共
同
の
福
祉
^
最

も

適

す

名

龜

樣

：：
自

發

的

^

^
己
を
調
飾
す
る
5

保
證
ば
な
い
の
；で
あ
る
を
誉
§
0 

こ
れ
ス
：ミ
ス
以
來
經
濟
學
め
背
景
?:
爲
せ
る
哲
學
.的
思
_

乃
至
：：公

辣

を

：
太

膽

^

否
定
せ
名
％
の
で
あ
る
。
然
る
に
他 

而
に
於S

て
、
之
を
娌
由
ど
す
る
自
曲
放
任
の
準
則
を
以
て
、
'漠
然「

安
.全
な
.る
も
.の」

^

し
て
.承
認
.せ
る
は
論
理
的 

.1.賞

を

取

け

：る
も

.
$
、

若

し

べ

は

不

備

を

东

す

も

め

，
ど

.い

は

な

け

れ

ぼ

な

ら

、
ふ
い
。
：

:

.i
e

k
 

;
1
;
:
言

附

加

ず

べ

会

は

、
：
：
シ

ィ

'-
ォ

ァ

は

這

般

.
の

四

前

提

.を

以

$

即
ち
ミ\

の
.言
葉
で
云
へ
ば
直
接
歸
納
の
瀨
果
で
あ
る
式
述
べ
て
ゐ
る
が
ヶ
，ァ
^
ズ
.も
略
、之
ビ
同
樣
な
事
を
言
ぶ
。

>-
1
彼
等c

經
濟
擧
者)

は
斯
、學
.の
立
證
を
要
せ
ざ
る
：原
理
例
へ
ば
最
少
の
機
牲
.を
以
て
富
を
得
ん
ぜ
す
る
願
望
の
如
さ
、
 

意
識
^

直
接
侬
存
す
る
も
の
は
、
之
を
暗
默
の
裡
に
假
說
す
る」

ど(

註
：1
1:@
ノ
：

上
述
せ
る
前
提
論
中
^

在
つ
て
、
最
も
重
大
な
る
意
味
?:
持
つ
も
の
は
、
，經
濟
學
が
窮
極
原
因
の
知
識
か
ら
出
發 

す
る
の
ー
.事
で
あ
る
。：何
故
次
ら
ば
ヶ
ァ
ン
ズ
の
經
濟
學
方
法
論
：は
、
.
^
の
事
實
の
認
識
か
ら
決
定
的
影
響
を
蒙
る 

か
ら
で
あ
る
。
雜
者
は
續
い
て
經
濟
學
.の
定
義
^
關
す
る
ヶ
ァ
シ
ズ
の
見
霉
?:
窺
，
ひ

た

る

後

、

そ

の

間

題

>
^

じ
.2 

S

 V

考

ヘ

る。
.

.: 

.

V
最
マ
前
t

R
定
義
^
れ

る

時

經

濟

澤

^
は
富
の
.科
學
で
あ
る
。：
科
學
な
.る
語
0
近
代
的
意
義
$:
明
白
^
理
解
す 

!-
^
廣
隶
^

つ

夭

：
は

M

の
定
義
は
斯
#

の
'範
圍
^

そ

.
の

論

. 

.

-
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.
•
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■
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.

.
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=
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=
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l

i

^
l

§

l

i

g

i

*

*

^

 

一
蓮
 

g

着
g

 
写

重

-

^

.

謹

 

l

i

-

^

a

p
義
^

^

天
文
學
.
•
力
.學■:

•
化
學
•
：注
輝
學
が
.科
學
た
る
ビ
同
：

一

意
妹
^
於
て
科
學
で
'̂
^t:

異

る

處

は

虫

題

で

あ

る

。
.
.
後

者 

の

取
®

ふ
.も
の
は
物
的
宇
宙
の
現
象
.で
あ
る
が
、經
濟
學
の
論
ず
る
も

の
は
富
の
^
象
で
あ
る
。
併
し
そ
の
方
法
•目 

的
及
び
結
論
の
特
性
.は
兩
者
全
く一

で
あ
る
。
後
者
め
諸
科
學
が
爲
す
處
の
^
め
を
、
經
濟
學
も
亦
、
富
.の
現
象
：に 

對
し
て
«

す
の
で
あ
^

。
そ
れ
は
富
の
親
象
の
典
在
叉
，は
繼
起
の
法
則
を
解
明
す
る

o約
言

，甘

ば

富

の

現

象

の

法

則 

を

解

明

す

名

ど
c
s

so
,

r
經

濟

學

の

特

胜

；
及

♦

の

論

顧

的

货

法

」

輝
|
層

精

密

な

：る

定

義

そ

下

.し
ヤ 

諸
原
理
、.
外
界
の
物
的
諸
法
則
、並
：び
^
幾
多
の
人
間
社
奮
0
政
：治
的
1|
:
會

的

狀

態

：を

窮

極

.的

：事

實

？
し
て
，
承

認

1

、

. 

.以
て
之
尊
の
結
合
的
作
用
ょ
ぅ
結
梁
す
る
、
富
め
生
：產
分
節
め
諸
法
則
を
研
究
す
る
學」

又
ば「

人
性
の
諸
原
现•

外 

界
の
諸
法
則
及
！

S

物
的
フ
政
治
的
、
社
會
的
出
來
事
の
中
^ .
於
て
、
:»
0

生

產

友

が

分

配

の

現

象

を

そ

の

原

_

^

ま 

ヤ
尋
究
す
る
科
學J

ど
'

(

證
六〕

0 

. .:ニ 

 ̂

V
/

:
之
、
^
於
て
、K
窩
の
.座
產
、>

分
®
规
象
の
法
則
ゼ
は
：何
ぞ
や
：'す
問
は
ね
ば
な
，ふ
^

. 

像
せ
は
：窟
の
事
實
^
過
省
な
^

生
產
ゾ
交
施
摄
格
等
の
事
實
若
し
く
は
勞
鈒
：
刺
潤
•初
子
‘
地
代
等
分
配
過
程
^

於
て

甯

が

猓

る

«
々

の
形
ぼ
を
言

ふ

^
竭

莩

な

い
。
而
し
て
$

0

法
_
ど
：は
勿

論

そ

れ

等

の

間
^
存
す
名
向
然
法 

則
で
あ
る
';
0

^

、
^
自
然
法
則
ビ
は
富
め
現
象
が
柑
互
^
、
.又
.
.は
：を
0.
原
因
^
對
し
：て
立
.
；
0 

I
.

定
の
値
常
的
關
係
で 

あ
る
。
：例
へ
ば
英
&
代
於
て
資
本
は
.或
增
伽
率
^

以
;^
增
加
す
6

。

合

聚

國

^

於

て

は

そ

の

率

林

：

1.::

層
.急
速
で
あ
A
、
 

支

那

^
於
允
は
：却
々
允
_

漫
で
克
:6v

翁
ょ
、
;之
“等

の

»
實
.
は

：
偶

.
的
^
も

：
の

；
で

.
は

な

く

、
ヾ
.
：
爾

原

因

の

自

然

的

結

果
 

で

あ

規

«

则

の

外

的

*
物

的

環

?

:仑
の
.住
民
の
知
_

>

及

；
品

難
:^
め

被
 

而 

. ^H

: ®
載
^
諸
源
_

が

同

：
ー

：
な

る

限

^
、::
:

?

顧

^
^
依
然
變
動
し
な
い
: 0

摩

ニ

十

ま

,

(

:5
s

九〕
：

デ

で

.
.-
爲

：
ッ
.;
|
'
、

，

ァ

ツ

1

:

經

濟

學

.汝

法

_

.

..
第

九

：
■̂

一 

■
八

九

'



第

ニ

十

瓦

卷

(

1
三
四
〇〕

：

ジ
ョ
V

H
リ
ォ
ッ
ト
•
ヶ
ァ
ン
.ズ
の
經
濟
學
方
法
諭 

第

九

號

九

〇

恒
常
不
變
な
る
關
係
が
存
す
る
o
經
濟
現
象
の
裡
に
表
は
れ
た
る
Z
れ
等
の
恒
常
的
關
係
を
富
の
現
象
の
法
則
ぜ
い 

ふ
マJ(

註
三
£
0
 u

n
h
a
T
a
c
te

r

'こ
k

於
い
て
言
ふ
處
も
全
く
之
k

異
ら
な
S

S

-6

0 

. 

.•

'

か
く
'0
如
さ
經
濟
法
則
ば
現
實
の
事
實
を
表
現
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
ニ
の「

傾
向」

を
袠
す
^
過
ぎ
な
い
も
の 

.で
ぁ
るV

.S
ふ
。
之
に
就
い
て
の
ヶ
ァ
ン
ズ
の
意
見
は
各
所
に
現
は
れ
て
ゐ
.る
が
、「

經
濟
學
主
要
原
理」

第
二
編
第 

.1

章
第
十一

節
.
^
在
る
も
の
を
先
づ
檢
討
し
ょ
ぅ
# 0
,
第
十一

節
は
ソ
ー
ン
ト
ン
が
賃
銀
基
金
を
以
て
”必
定
的
ち
も 

の
^
#

L

か
、
る
必
定
的
な
る
遞
金
は
#

在
し
な
.い
ど
主
張
す
る
^

對
し
て
の
ヶ
ァ
ン
ズ
の
反
駿
で
あ
る
。「

賃 

銀
契
f

ソ
丨X

ト
ン
氏
の
如
く
解
す
れ
ば
、
氏
の
立
場
は
攻
擊
さ
れ
得
夺
い
。
疑
ひ
S

 
く
、
蒙
所
有
者
•か
必 

ず
質
銀
に
費
3

ね
ば
f

 
.
g
特
定
部
分
な
る
も
の
は
な
い」

け
れ
：

w

賃
銀
遊
金
說
は
か
く3

如
く
解
意
ベ
さ
で 

は
な
.s
o
.「

少
く
^

も
佘
は
斯
說
を
か
く
の
如
さ
意
味
^
解
し
た
事
は
な
い
。
附
言
す
る
が
、若
し
經
濟
理
論
一
役
が
、
 

Z
、
で
*

_

金
說
に
附
せ
ら
れ
た
如
念
意
味
k

、
即
ち
？
人
類
を
强
制
し
て
を
の
性
尙
及
憲
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
 

1

定
®

路
の

行
爲
を
採
用
せ
し
む
る
原
理
を
表
は
す
名
の
ズ
解
^
れ
る
な
ら
ば
、
經
濟
學
.の
.範
圍
內
k

於
て
十
分
間 

ど
自
$

に
^

え
农
る
;^
|!
1

は
た
<
の
1
つ
も
な
い
。
經
濟
理
論
の
全
建
築
は
倒
壊
し
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
經
濟
學
に 

y
ヽ
け
る
法
切
は
雜
的
强
制
.で
も
、
肉
.體
的
强
制
で
i

將
亦
、
挺
德
的
義
務
.で
I

い
:0
經
濟
法
則
の
主
張
す
る
ど 

己ろは人がその欲するど冒

J

k
拘
ら
ず
、
し
か
ぐ
爲
3

ぬ
ば
な
ら
g
s

い
ふ
事
で
な
く
、

一
定
の
環
境
の
極 

S

て
は
人
は
し
か
く
行
a

f

も
の
で
あ
る
5

ふ
事
で
あ
る
。
自
利
.そ
の
他
の
感
情
が
人
を
か
、
る
結
采
S

 

く
で
あ
ら
ぅ
^I

い
ふ
事
で
あ
る」

どc

醫
九〕

o  

•

「

經

濟

學

の

料

性

ど

論

理

的

方

法」

第

四

講

は

幾

多

の

實

例

を

擧

げ

^
、
經

濟

法

則

は

事

實

を

表

は

す

も

0
^
电

ず

し

て

、
傾

向

を

表

は

す

も

の

で

あ

る

事

を

詳

說

す

る

。

先
ブ「

往
產
費
は
自
&
^

生
產
^

れ
る
貨
物
の
價
値
を
支
.配
す」

>」

の
原
理
が
檢
討
5
れ
る
。
第
1
に
乙
の
理
論
は 

貨
物
が
不
變
に
例
外
な
く
、
各
個
の
生
產
：費
^
比
例
し
て
交
換
3

れ
る
ど
解
3

れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
例
へ
ば 

ー
\
五
六
|
五
七
年
^

於
け
る
英
國
の
小
麥
の
«

格
に
矛
盾
す
る
ノ
第
1_1に
.こ
の
理
論
は
、
相
當
長
期
間
代
於
け
る 

平
均
的
價
格
^
就
い
て
現
實
的
^
眞
な
办
^
解
^

れ
て
は
な
ら
な
い
。
^

れ
は
例
へ
：ば
米
の
煙
草
^
英
の
錦
製
品
 ̂

の
交
換
の
現
實
^

反
す
る
。
そ
れ
は
.假
說
的
に
眞
な
る
も
の
、
郞
ち
妨
碍
原
因
な
く
ば
眞
な
る
も
のV」

解

^

れ

ね

ば 

な
ら
ぬ
0

換
言
す
れ
ば
、
S

理
論
は
現
實
の
事
實
を
表
は
す
の
で
な
く
、
，傾
向
を
表
は
す
も
の
^
'
解

^

れ

ね

ば

な

ら 

な

い
o
こ
.の
場
合
、
_該
理
論
は
決
し
.て
.誤
っ
てa

る
の
で
は
なs

ァ
重
.力
.の
法
則
は
、
^

^
へ
重
力
が
摩
擦
の
作
用 

で
打
消
さ
れ
て
ゐ
て
も
、
誤
つ
て
ぬ
る
の
で
は
な
い
o

こ
れ
< £

同
じ
で
あ
る
。

法
則
は
作
用
す
る
の
で
ぁ
- 6

が
、
そ
. 

の
作
用
は
今
れ
ょ
り
結
果
す
る
現
象
を
妨
碍
し
變
更
せ
し
む
る
他
原
理
’の
カ
に
依
つ
て
抑
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
^

S
 

四
9

0 

,

.

如
上
の
所
言
に
依
り
て
看
る
.
k
、「

經
濟
法
則」

^
ば
i
經
濟
的
事
實
ズ
事
實
ど
の
間
、
又
は
經
濟
亊
實
S
そ
の
原
因 

^

の
間
^

存
す
る
一
定
の
恒
常
的
關
係」

を
意
味
す
る
Q「

恒
常
的
關
係」

ど
は「

諸
'原
因
が
同一.

な
る
限
々
、
.結
果
も 

變
ら
な
い
J 

S

の
意
味
で
あ
々「

一

定
の
環
境
の
裡
に
於
い
て
は
、
人
は
し
：か
く
行
ひ
易
さ
も
：の
：で
あ
る」

：k

の
意 

味
で
あ
々
、
換
言
す
れ
ば「

假
說
的
に
眞
な
る
ト
の
、
妨
碍
原
.因
な
く
ば
：眞
な
る
も
の」

^

の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
意 

味
^

於
い
.て
、
を
れ
は
重
力
.の
如
S

物
理
法
則
^
異
ら
.な
い
の
で
あ
る
0

を
し
て
こ
れ
は「

勿
論
現
象
間
に
存
す
る 

i
I4

k -
IO
>

で
あ
る」

ど

。
乙
の「

自
然
.

」

又
は「

自
然
的」

ど
ぃ

.ふ
言
葉
は
1£
_
學
解
の
好
ん
で
用

ゐ

"る
.表
.現
で
あ
る
が
、

第U

十

五

卷(

.—*
三
四
一.

)

ジ
3
シ
ノ
ェ
リ
ォ
ッ
ト
ノ
ケ
ァ

ン、、ス

の.

經
濟
.學
方
'法
論
'

第
九
雛
..

2 :

i

h

^
S
*
v
r
o
'
4
i
*
-
4
.
.
^
'
*
!
"
^
S

>O
I
.
\
V
^
V
V
^
^
.
-

r
d
. 

I

f

.

f

-
a

置

於

ik

rf

li
il
sl
ll
H
H

^

s

s

^

m

i

a

l

a

s

s

g

H

H
gf
f-
1
^

t

K

E

f

n

n
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I

三：

f

 

s
 
一
 

き

i

l

s

す
る
何

_

4
装

■

誉

I

I

の

審

性
.ど
|

.

_靡

_

る
_

着

則

^

4

赚

し

窗

泠

は

含

.̂霍

♦
れ
.

1
妃
S

則
的
じ「

合
法
則

が」

必
激
的
を

■

し
、
改

f

れ
.

は』

^

^

 

i
 

 ̂

を

:#
ど 

8
,

1
0。'

_

_

鄭
#

|

,

|

 讀

は
亚
t
s
 

^

 

^

 ̂

r
r
^
s
^

I

言
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
併
し
’ォ
ブ
ラ
丨
の
看
る
處
で
は
、か
く
の
如
く
.解
す
る
事
s

?

、
s
派
の
法
則
妹 

S

旣
k

、
.假
說
的
因
果
法
則
.の
：認

識

雪

魏

立

き

れ

れ

馨

-
_

,

■

科
學
？

く

如
&
れ

S

如
為
丨
ど 

,.つ

ナ
す

^7」

も

こ

;^
^

对
は
1
#
濟
法
郑
の
オ
典
的
槪
念
:-
$
:
_
制
す
'る
事
^

な
る
.。
そ
の
當
時
の
經
濟
學
者
は
^
 

t

l

く
自
然
權
め
，|

の
下
S

つ
て
ゐ
た
爲
め
孚
法
則
が
人
間
の
.本
性
の
中
£

は
經
濟
事
象
め
結
果
の 

r 

!
フ

ぉ

ゃ

る

事

を
^
4

し
得
な
か
っ
た
。；
故
に
彼
等
は
.法
則
を
人
間
®

惟
の
認
識
手
段
^
；し
て
確
W
C
.理
解 

し
？

.っ
ぢ

I

S

D

。
筆
者
を
以
て
み
i

ら
ば
，
ァ
モ
ン
ま
が
如
べ
に
明
白
k「

l

槪
念
，2

て
の
古
典 

派
k

依
？

S

S

て
ぬ
？

は
思
へ
5

。
ァ

ミ
5

气

必

ず

主

張

す

f

の
で
は
な
い 

1
恕
ユ
。.
.
.1
4典
派
の
篇
槪
念
は
避
局
f

な
る
で
：

S
,

ふ
意
味
S

I

S

で

あ

ら

ぅ

。
.
併

し

遂
 

リ

$
名

之

を

复

派

.全

般

益

用

す

る
事
は
無
理
.で
あ

.

る
。
ァ
ダ
'ム
r
ス
ン
、
、
、
，
ス

を

f

て

み

ょ

、彼
I

は
ォ
ブ 

ラ
丨
'の
言
上
如
く
、
：自
然
權
の
東
_

下
に
充
分
そ
の
身
を
置
い
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の「

自
然」

槪
念
も
、，多
分
£

 

而
上
學
_

觀
念
;5
:
包
含
し
、::
.決
し
て「

軍
^

卧
恥
か
ぁ
吣」

の
意
の
み
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。
乙

の
a

リ
力
ア
ド
ォ

等
：ビ
著
る
し
く
異
る
.。:
筆
者
は
リ
.ヵ
ァ
ド
ォ
钐
以
て
、「

余
含
も
深
ぐ
ー
自
然
權
の
束
縛
の
下
ン
在
つ
记
し」

ビ
は
解
し 

得
な
.
s
°
用
語
'は「

自

然」「

自

然

的

」

等

の

語

が

用
.ゐ
ら
れ
.る
け
れ
.ざ

も

、

ォ

：プ

.ぇ
|
自
ら
云
上
如
ぐ
、
.;
.'古
典
派
の
硏
. 

究
k

際
し
て
は
.、:

吾
等
は
用
語
K
逨
は
^

れ
て
は
な
ら
な
；

S

の
で
あ
る
9 

.
町
人
又
力
ァ
ド

ォ
の
哲
學
的
赀
景
ば

1自 

然
哲
學
R

非
ず
し
て
、

V

功
利
主
義
で
あ
つ
た
。
が
く
V

T
モ

シ

の

云

ふ

如

ぐ

」「
全
ぐ
：： .一 :

定
3

た
明
瞭
な
意
味
を
持
づ 

てぬる

」

のでもな：

マ

?

ス
、
殊
に
人
白
法
則
^
於
け
さ
マ
M

ナ
：：

ス.：
は
：そ

の

法

則

'

S

値

說

的

性

質

を

認

識

，す 

る
事
リ
ヵ
ブ
ド
ォ
X 

6も
少
な
る
如
く
^
あ
る
。
‘

般
亿
诳
銃
ま
を
以
て
法
則
の
時
間
的
..
空
間
的
制
約
を
無
視
す 

み
e
考
へ
る
事
は
；妥
當
で
は
なS

:

が
：、
：.ロ
バ
ー
ト
•

マ
？

ス
は
.經
濟
學
を
以
尤
永
久
的
妥
當
性
を
有
す
る
社
會
的 

自

然

法

則

：
の
：發

見

を

.事
^
す
る
ビ
の
見
解
に
最
も
接
近
じ
て
ゐ
：る
，
彼
は
彼
の
人
0
法
則
^

於
い
て
：、：.破
ら
る
、
事 

な
刍
社
會
的
^

然
法
則
を
發
^

し
た
^
信
じ
拎
胜
四
三
^

ノ
ジ
ィ.11'

ォ
；

K
、：：

グ
.ァ
：ゼ
ズ
？
就
中
ミ
ル
^
在
つ
て
は
、
少 

く
ビ
名
%

の
方
法
理
論
^
於
い
.
て
，'は
、

)

：經
濟
法
則
呤
假
說
的
、
«

果
法
則
的
性
質
は
明
白
に
認
_

名
れ
.た
^
主
張
し

得

各
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四
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' 經
濟
«

方
法
論，

,
#
 

.

-

ヶ
ァ
：\
ズ
の
観
る
處
^

ょ
れ
ば
、
.經
濟
學
は
そ
の
根
本
的
命
題
昶
就
^
ザ
：著
る
じ
4

不
安
定
不
確
實
な
狀
態
^
存 

ず
^

o
か
ゝ
る
狀
_

の

0
s
f
て
彼
は
目
倜
を
得
介c

»

J

は
經
M
#

で
©
^
g
lf
科
學
類
緣
で
あ
.る
.。
 

第
一
4
は
夸
の
結
論
が
實
際
生
活
^

深
ぐ
直
接
に
關
聯
せ
る
事
で
あ
ゐ
マ
第
1
1
1は
«1
濟
學
の
術
語
が
俗
語
か
ら
採
名
.れ 

て
ゐ
る
事
で
あ
石
。_
併
し
此
等
芑
個
の
原
因
は
這
般
の
狀
態
.の
：幾

分

を

說

明

す

る

に

f

 

_
。
：：最
沐
重
«
な
る
原 

因
は
經
擠
學
研
究
法
の
缺
點
は
存
す
石
ド
^

の
方
法
土
め
誤
謬
は
經
舊
擧
が
戚
就
せ
る
實
踐
的
成
功
^
甚
因
す
る
ブ

第
二
中
五
卷
.

(
I
n

一
四H

1
)

ジ
ョ
ジ
ふ
リ
ナ
ッ
ト
-
ヶ
ァ
シ
ズ
の
鸫
濟
學
方
法
論
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祭
ニ
十
五
：卷c
r
l
l四

四

〕

' v
. i
'

w

ォ
吵A

，
ず

ア

シ-̂
の

論

m
i u

號

九

四

經
濟
學
が
f
r'B
本
來
の
內
在
的
證
據
以
外
に
は
何
等
自
己
そ
公
衆
の
面
前
ー
に
顯
恭
す
べ
さ
^

の
を
有
し
な
か
つ
た
#

^
於
て
托
經
濟
释
-^
素
養
な
忐
者
^
じ
ぱ
經
濟
問
題
を
論
ず
名
达
の
は
稀

攻
る
成
功
^
依
0 '
^
"
:
經
濟
擧
の
據
：つ
^

立
つ
原
理
の
疋
當
な
,5
事
.が
紙
濟
的
.泛
乂
：證
^
«

議
論
を
行
ふ
の
態
樣
並
び
福
濟
學
i

の
事
S

る
者
：の

種

寒

、
目
立
つ
墓
：化
が
§
o

允
。
そ
の
資
格
I

も 

の
が
：經
濟
學
を
論
じ
、.
資
格
あ
^

:̂
の
名
、
事
實v

自
由
實
易
の
結
果
の
裡
fc|

層
通
俗
的
な
目
覺
し
い
立
證
を
發 

見
せ
ん
ど
努
む
る
に
莩
つ
托
ァ
爲
め
仅
第
十
九
世
紀
初
期
^
於
け
ゲ
經
濟
學
研
究
者
の
特
性
な
办
し
巖
格
に
し
て
論 

理
的
な
型
は
聽
衆
の
變
化
せ
る
性
質
に
適
合
せ
ん
爲
め
に
變
更
3

れ
た
。
經
濟
學
の
議
論
は
益
統
計
：

g

性
質
を
帶
び 

來
气
"
原
理
R
訴
へ
ず
し
ズ
結
果
^
訴
へ
ら
る 

'、
望

0

た
9
'

か
く
ヤ
經
濟
學
.降
ァ
'タ
ラ
シ
タ
の
運
.命
に
，逢
着
せ
ん 

ビ

す

る

か

：の

如

く

で

あ

る

^a
s

s

 

之
を
救
ふ
の
道
は
獨
i

方
法
論
の
確
立
あ
る
の
.み
。，：

「

何
等
が
め
硏
究
紀
於
：

s
:

て
.吾
人
が
追
随
す
る
方
t
は
、
，_該
硏
究
の
性
質
^
目
的
ど
片
依
P

V
決
定
さ
れ
な
け
れ 

ば
な
&
なs

 

怒
。
'乙
れ
^

®
論
ぼ
對
す
る
ヶ
ァ
ン
：ズ
の
根
本
的
見
解
で
.あ
る
？
ぬ
れ
が
是
非
並
び
^
乙
れ
ビ 

方
法
論
^
の
關
係
等
の
問
題
は
以
下
方
法
論
の
敍
述
中
:̂

自
&
0)
]

6
か
^
な
る
.で

あ

ら

ぅ

？::
'
:
.
,
リ
:
:厂

.

.

經
濟
學
方
法
論
の
最
初
の
宣
明
者
ジ
ャ
ゾ

，

バ

チ
：ス
ト
-.
セ
ィ
は
歸
納
法
の
友
で
あ
つ
た
.。.「

從
來
經
濟
學
R
於 

て
は
：眞
现
の
樹
立
に
先
シ
て
«

說
を
立
て
た
。
然
る
^

其
後
に
至
?
>
:

ベ
ー
コ
シ
以
來
他
の
あ
:6
>:ゆ
る
科
學
の
進 

步
k

多
大
の
貢
献
を
致
せ
>5
方
法
を
、
經
濟
學
k
も
：應
用
す
る
R

至
'つ
た
。'.
:詳
言
す
れ
ば
、
«

察
ヾ」

經
驗
k

依
つ
て 

眞
な
る
事
の
®

明
^

れ
た
る
：事
*

で
な
.け
れ
ば
、.
眞
理
ど
認
め
ず
、.
之
ょ
6

當
然
^

引
出
し
摩
る
：結
論
で
な
け
れ
ば

,
 

恒
常
不
變
の
眞
理
ど
認
め
ず
ど
す
る
所
の
.經
驗
的
方
法
を
；採
用
す
.る
に
革
o

た」

/̂.0

1

5

0か
く

の
如
さ
意
見
は

を
の
反
而
^
於
て
抽
象
法
の
排
擊
を
意
味
す
る
-.
°「

リ
カ
ア
ド
.オ
.一

派
.の
英
國
經
濟
學
者
は
予
の
見
る
處
を
以y

す 

れ
ば
、J

般
的
經
驗
R
非
ざ
れ
ば
を
の
®

礎
ど
し
て
承
認
す
る
癖
な
さ
何
れ
の
科
學
k

於
け
る
ど
等
し
く
、
經
濟
學 

に
於
て
戈
採
用
し
雛
き
ー
種
の
論
法
を
斯
學
化
導
さ
入
れ
ょ
ぅ
S
し
た
。
抽
象
の
上
に
安
座
す
る
論
法
こ
れ
で
あ
る
。
 

——

リ
カ
ア
ド
オ
が
地
主
の
所
得
は
物
の
價
格
の 

一
®
?:
# l
;i
)
o
し
な
い
ヾ」

言
ふ
時
、
被
が
議
論
に
某
い
て
原
則
を
樹 

立
し
た
事
は
掩
ふ
べ
，か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
か
、
る
研
究
方
法
は
經
驗V」

良
識
ょ
6

離
れ
ざ
ら
ん
ど
す
る
第
十
九 

世
紀
の
硏
究
法
で
な
い
C

乙
れ
纏
て
ト
r

マ
ス
•
ト
ウ
ク
、
-P
V
I

ト
•
ぐ
ミV

ト
ン
そ
の
他
、
多
數
の
優
秀
な
る
英 

國
の
諸
經
濟
學
漭
が
ス
ミ
ス
，の
研
究
方
法
を
遵
奉
せ
る
所
以
で
あ
る
。
洵
R
經
濟
學
は
觀
察
の
科
學
ヾ」

な
る
時
始
め

て
一
個
の
利
學
.̂
な
る
の
で
あ
る」

ど
ハ
餘
四
七〕

。

.之
に
反
し
“ケ
ア
ン
ズ
は
先
：つ
歸
納
法
を
排
斥
す
る
。そ
の
言
ふ
處
に
依
れ
ば
、普
通
^

經
濟
學
は
歸
納
法
^
依
つ
て 

研
究
す
ベ
.し
ビ
の
意
見
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、.
歸
納
法
な
る
語
杯
は
廣
狹
ー一 .

樣
の
意
義
•か
存
す
る
。
故
k

先
.づ
仑
の 

意
味
を
確
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
_。
例
へ
ば
ミ
产
に
從
へ
ば
.「

歸
納
的
論
：理
は
單
^
如
何
に
し
て
自
然
の
法
則
を
確
知
す 

る
か
の
み
な
ら
ず
、
，之
を
確
知
し
た
る
後
、そ
の
猶
果
に
ま
で
之
を
迎
る
事
を
も
包
含
す
る
L
ど
。
か
く
の
如
く
解
す 

る
な
ら
ば
歸
納
法
は
演
釋
法
の
對
立
を
な
す
も」

の
で
な
く
、
之
を
も
包
攝
す
る
も
の
で
あ
る
。

Zの
意
味
k

於
け
る 

歸
納
法
k

對
立
す
る
も
の
は「

形
而
上
學
的
方
法
：

j

で
あ
る
。
勿
論
か

、る

方
法
は
.經
濟
學
R

行
は

る

ベ
く
も
な
い

o
 

故
に
歸
納
法
；̂
狹
義
^
解
^

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。'
そ
れ
.は
或
種
類
0
|

定
個
體
^
眞
な
る
事
は
、
夺
の
全
種
類 

に
就
い
て
眞
ど
論
鲒
し
、
又
は
一
定
時
R

眞
な
る
拿
は
、
總
て
の
.時
^

於

、け

る

同

様

の

環

境

に

於

て

眞

な

ぅ

ビ 

論
結
す
る
の
一
：過
程
で
あ
る
。
：從
つ
ヤ
歸
納
法
の
特
性
は
特
殊
か
ら
一
:般
.へ
、
.，個
々
；の
.事
實
か
ら
法
則
：へ：の
上
昇
を

^

:
ー

->
五

卷

C
(

三
四
五)

ジ
ョV

.
H

リ
オ
、ソ
ト
•
ケ
ア
ン.

ズ
.
の

綷

濟

學

方

法

論
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ヶ
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經
濟
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法
論

 

.

；第

九

號

九

六

短
含
す
る
事
で
あ
る
。
ふ
く
狹
義
^

解
さ
れ
允
も
卜
倚
.少

效

か

ら

ざ

る

：
人

々

が

_

歸
納

：法
..は

觀

察

及

實

驗

ど

結

合

し 

經
濟
硏
究
.の
眞
道
を
成
す
ビ

主
張
す
'̂
o,
彼

等

の

見

解

化

從

，
.へ

ば

*

徒
.は
先̂

價

格

：、
地
：代

、
' 分
酡
方
法
の
變
化 

等
の
^

の
职
象
^

览
集
^

分
^

す
る
事
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
^

タ
狗
言
^

れ
ば
、
各
國
0
現
實
的
經
驗
^
货
て
現
 ̂

れ
，た
^

、
の

總

て

.の

事

實

を

览

集

分

類

せ

ね

ば

な

ら

g

 

o
然
る
後
、
.か
く
し
て
得
た
る
諸
結
果
?:
素
材
ビ

レ

て
使
甩 

し
、之
^

依
つ
：.て
、そ
れ
尊
?:
支
配
す
る
原
因
^
法
則
^

へ
直
接
又
は
間
接
推
现
に
侬
つ
て
上
昇
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然 

る
^

吾
人
の
觀
察
.に
現
れ
る
來
る
時
、富
：の
現
象
は
思
辨
的
硏
究
が
取
撤
ふ
：べ
さ
最
も
祓
雜
?:
る
現
象
の：

一
で
あ
る
。
 

を
れ
等
は
頗
る
多
樣
な
る
諸
勢
カ
の
成
果
で
あ
0

て
、.各
勢
カ
は
同
時
^

作
用
し
、ヾ
相
互
に
合
流
し
反
流
し
、
種
 々

な
る
方
法
で
修
IE
.(
>

合
ふ
の
.で
あ
る

。

，
.

か

く

高

度

の

祓

雜

性

が

現

象

：を

,#
性
づ
.け
.る
時
、
總
て
同
時
に
作
用
す
る
多 

數
の
原
因
R
影

響

さ

れ

る

時

、

が

、
る

結

果

.̂
を

の

原

因

及

.
び

法

則

€

の

咖

係

を

、
歸

納

的

に

鄭

ち

，
、
#

殊

的

事

實

か 

ら
上
へ
^
議
論
す
る
事
^

依
つ
て
、
樹
立
せ
ん
が
爲
め
に
は
、
.字
義
通
ク
^

嚴
格
な
實
驗
カ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

然
る
^
社
會
的
經
濟
的
問
題
の
硏
究
者
^
は
.、
之
は
絕
對
^
拒
贫
れ
て
ゐ
る
^

«
四
/\
^
. Z

、
ま
で
の
議
論
を
檢
す 

a '
k
各
の
中
心
た
る
も
の
は「

經
濟
現
象
の
複
雜
性」
.で
あ
る
。
之
あ
.る
，が
爲
め
R

嚴
格
な
る
胄
驗
力
を
必
粟
ヾ」

し
、
 

こ
の
必
要
が
滿
S

れ
ざ
る
爲
め
は
歸
納
法
不
可
の
.論
が
生
れ
る
®

で
あ
る
。
か
;>
る
論
織
は「

研
究
の
性
腐VJ  s

i

的 

R

依
つ
て
方
法
が
定
る」

ど
の
前
述
せ
'る
根
本
的
命
題
k
合
致
す
る
プ
從
つ
H
i
.

の
®

に
は
.問
題
は
なS

 
o

,

寧
ろ
吾 

■等
が
問
は
ん
ヾ

」

す
る
處
は
，現
象
の
.高
度
次
る
複
雑
性
は
.、乙

H
に
對
し
て
歸
納
法
を
適
用
す
る
^

當
气
' 
何
故
嚴
■各 

な
實
驗
力
を
必
要
^
す
る
か
で
あ
る
。.
ヶ
ァ
ン
ズ
の
言
葉
で
.云
へ
ば
何
故「

■條
件(

實
驗
.力J

か
全
く
缺
く
ベ
か
ら 

ざ
る
名
の
で
ぁ
る」

の
か
o

乙
の
點
R
就
い
て
は
グ
ァ
ン
ズ
は
ミ
\
の
意
見
に
據
0
,
て
ゐ
る
や
從0

て
し
ば
ら
く
ミ

ル
の
所
見
を
窺
ふ
を
庇
^
す
る
。

凡
そ
現
象
間
の
因
果
關
係
を
見
る
^
、
.或
一
つ
の
，現
象
は
必
ず
し
も
常̂

同
ー
，原
因̂

依
つ
て
渡
起
3
れ
る
も
の 

ビ
は
限
ら
な
い
o
例
へ
，ば
熱
の
發
.生
原
因
^
燃
_
、摩
擦
箏
を
翁
げ
#-
る
如
さ
.で
あ
る
。
こ
の「
原
因
の
®

#」

は「

結 

果
の
鍇
綜」

ビ
共
に
、
歸
納
法
^
對
す
る
重
大
な
る
.困
雞
の
原
因
ど
な
，る
。
發
見
の
方
法
^
し
て
の
歸
納
法
は
觀
察 

及
實
驗
の
二
者
で
あ
る
。

.■

乙
の
兩
者
の
間
^
は
眞
の
論
理
學
的
差
違
が
あ
る
譯
で
は
な
い
。
た
ぐ
前
者
は
或
現
象
の 

要
因
ょ
ぅ
も
現
象
そ
の
も
の
が
吾
等
に
近
い
場
合
、
こ
れ
ょ
P

レ
て
を
の
原
因
を
見
出
す
k
良
く
、
後
者
.は
要
因
，.か 

生
ず
べ
合
結
果
?:
知
る
^
良
&
實
踐
上
の
楚
違
が
あ
る
^
過
：ぎ
な
い
。

■ 

3
.
て
第
一
の
#

純
な
る
觀
察
法
は
^
.
の
揚
合
適
用
し
得
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、「

原
因
の
複
存」

が
存
す
る
場
合
 ̂

は
論
證
の
方
法
た
る1

.

致
法
又
は
差
違

.

法
の
適
用
.に
必
要
な
條
件
が
滿
5

れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ

.も
く

•-
—*
致

法 

は一

結

某

：は1.原

因

の

所

產

な

ネ

ど

前

提

し

：て

ゐ

る

炉

ん

，で

.あ

，る

。
.
.
.
.
：
：
：

.

第
一
l
k
純
粹
な
る
實
德
的
方
法
も
亦
用
ゐ
雛
い
。
こ
の
方
法
が
前
者
ど
異
る
所
は
前
者
が
結
果
に
注
意
せ
る
^

對 

し
"

乙
れ
.は
.原
因
，の
輝
々
な
る
結
合
を
直
接
試
み
、
以
て
そ
の
結
果
如
何
に
注
目
す
る
。
’之
を
行
は
ん
が
爲
め
R:
.は 

先
づ
當
該
對
象
た
る
要
因
を
、
吾
人
が
精
確
^

知
つ
て
ゐ
る一

園
の
事
情
の
中
へ
、
導
&

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
なS

。 

第
二
に
、
そ
の
場
合
砍
於
ズ
、
そ
の
存
在
が
.未
知
な
る
事
：情
はI

つ
もあ

：： c
v

て
は
な
ら
衣
K

第
三
^
吾
人
の
旣
知 

な
る
事
情
の一：：

つ
で
も
が
、菩
人
の
硏
究
せ
ん
ど
す

る
要
因
の
結
某
ど
混
合
す
る
如
き
結
果
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い

o
 

Z
の
三
條
件
が
現
實
に
滿
次
れ
る
事
ば
不
可
能
で
あ

る

。.
.
從
つ
て
實
驗
前
の
狀
態
ど
實
驗
锬
の
狀
態
ミ
を
比
較
す
る 

事
^

依
つ
て
、
即
ち
、
異
時
に
於
け
る
同
1
事
の
比
較
^

依
つ
て
差
異
法
を
逾
地
せ
ん
ど
す
る
も
、「

結
果
の
錯
.綜」

が
.

第
二
十
五
卷(1

三
四七

：}

ジ
ョ)

•
〒
リ
ォ
ク
ト
»
ヶ
ァ
ン
ズ
：の
經
濟
學
方
法
論 

第
九
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.
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ン
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學

方
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論
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ハ

浓

九

號

-/
L

\

'存
す
^
墙
合
^

艰
、
全
义
不
可
能
で
あ
る
タ
吏
ら
^

之
ビ
興
气
：異
る
'寒
例
^
此
較
に
：依
0

て
_差

違

法

を

逾

用

^

ん 

$

る
:4
、
へ
：か::
:>
る

複

雜

；
な
.現

象

允.在
っ
；：
，て

は

、

_ 
一
 

S

於

て.の
：
み

異

ム

、
他

の

；總

v
e

a
R

於
て
同
一
な
る
一
一
現 

象q
:

發

生

备©
も

の

が

疑

問

で

あ

^

。
；
：ょ

む

や

發

生

す

る

^
^ '
て
：
も:'
そ

の

雨

者

が

精

密

.に

然

：
る

事

を

知

：々

得

な

い

。 

か
く
て
旗
雜
な
る
場
合
k

於
て
は
、
實
徽
方
法
の
料
咼
的
使
用
ど
い
A

が
如
さ
も
.の
は
、
全
然
問
題
^
な
ら
な
い
の 

で
も
：

る
.：

K

註
四
九
>
广
>
 

\ 
、

. 

. 

.. 

.• 

. 

. 

 ̂

- 

! 

• 

• 

-

.

.

.

.

.

.

.

-.
., 

,

，か
く
の
如
>
 
ミ
ル
の
意
見
は
：

「

字
義
：通；

な
た
嚴
格
な
る
實
驗
力
^
必；

要
ど
す
る」

ご
い
ふ
ょ
6

も
、，：寧
ろ
實
驗
無 

用

論

ヤ

あ

：る
o
論
旨
全
«̂

6

考(

る
時
ケ
ァ
シ
ズ
の「

字
義
逝
.6
嚴
格
な

る

」

云：

の々

言
辭

も、

實
は
か
、
る
實
驗 

の

不

可

能?:
含

意

す

る

ど

解

し

..て

差

支

べ

あ

：
る

ま

5
。

然
6

ば

I

步
を
進
め
て
率
直
^
實
驗
無
用
を
高
唱
す
る
^
如 

く
は
な
か
っ
た
o
然
る
に
彼
は
そ
の
擧
^
出
で
ず
し
て
、
經
濟
學
者
の
*
驗
不
可
能
を
理
由
^
し
た
。
然
る
に
こ
の 

實
驗
木
可
能
論
た
^
や
、
ミ
ぞ
說
の
敷
延
ド
過
ぎ
な
い
。
;
,

^

濟
學
者
は
* :
濟
現
象
を
.與
へ
.；ら
れ
た
ま
、
k
受
取
ら
ね
ば
'な
も
ぬ
。_
然
る
；̂
か
く
與
へ
ら
れ
た
る
事
實
か
ら
は
、
 

fe
し
彼
が
f i
：
格
な
顧
納
の
道
以
外
の
道
を
刹
用
し
ょ
ぅ
ど
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
得
る
も
：の
は
單
な
る
經
驗
的
槪
S
R
 

過
ぎ
な
い
。
.苟
く
ネ「

科
學
的」

な
る
名
^
値
す
る
.1
|
:
會
的
又
は
經
濟
的
眞
理
は
、
之
の
方
法
k

依
っ
て
未
だ一

も
發 

見
^
れ
た
る
事
な
ぐ
、
恐
ら
く
は
將
來
k

於てもないであらぅ五〇
〕

。

歸
納
法
を
使
用
し
得
ざ
る
の
不
利
益
は
、
又
經
濟
學
そ
の
他
社
會
的
硏
究
を
爲
す
も
の
^

特
有
な
る
‘ー
長
所
に
依 

っ
て
充
zy j
に
省
は
れ
る
そ
れ
は
彼
等
が
網
極
的
原
因
の
知
_
か
ら
出
發
す
：る
の
|
事
で
あ
る
。
ミ
の
事
を
明
^
す 

る
爲
め
に
は
自
然
^
;
の
硏
究
者
が
そ
の
硏
究
の
出
發
^

際
し
て
如
何
な
る
地
位
^

立
っ
て
ゐ
る
か
、
亦
、
硏
究
の

進
む
R

っ
れ
て
如
何
^

を
の
地
位
が
變
f t
-
す
る
か
を
看
て
、
之
ビ

經
濟
學
者
の
そ
れ

’tを
此
較
す
る
が
撞
徑
で
あ
る6  

向
然
界
硏
究
の
第
一
步
.
^
於
け
る
研
究
者
は
、
現
象
の
釋
さ
雛
さ
謎
に
取
圆
次
れ
て
茫
然
佇
立
す
る
。
■そ
の
混
迷 

を
解
く
ベ
さ
緖
3

へ
も
な
い
。
：か
く
て
最
初
の
思
想
家
達
は
何
等
か
の
包
括
的
な
、

一
切
?:
說
明
す
る
原
理
を
熱
望 

し
て
之
が
取
得
^

努
め
た
。
タ
ー
レ
ス
は
之
を
水
に
見
出
し
た
。
或
者
に
は
火
で
あ
6

、他
り
者
に
は
數
で
あ
つ
た
。
 

。
や

が

て

物

的

原

因

^
法
則
ど
の
智
識
は
そ
れ
等
の
物
的
結
果
の
觀
察
k

依
っ
て
の
み
取
得
せ
ら
る
、
事
が
、
換
言
す 

れ
ば
、
自
然
硏
究
：の
最
勒
^

於

て

適

用

す

.べ

さ

唯

一

の

方
法
は
、
歸
_

法
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
に
至
っ
：た
。
併
し 

乍
ら
、
ヶ
ア
ン
ズ
の
說
明
^

從
へ
ば
、
自
然
的
發
見
の
道
ど
し
て
歸
納
法
が
必
要
ビ
3

れ
た
の
は
、
窮
極
的
な
物
的 

諸
原
理
^
就
い
て
.、
何
等
直
接
的
な
智
識
を
人
類
が
有
し
な
い
か
:-

&

で
あ
る
。.故
に
自
然
現
象
を
支
配
す
る
何
等
か 

の
窮
極
的
法
則
が
樹
立
せ
ら
る
、
や
、
直
ち
に
新
た
な
る
道
が
開
か
れ
る
.0
即
ち
演
繹
法
が
可
能
ど
：な
る
の
で
あ
る
。
 

從
っ
て
最
も
重
要
.な
：る
諸
向
然
科
學
の
膝
史
が
、
菩
人
k
.
敎
ふ
る
處
は
次
の
如
く
で
あ
る—

勞
多
さ
歸
納
的
探
究 

'
の
長
さ
時
代
H M

の
時
代
k
於
て
地
，は
整
へ
ら
れ
種
は
播
か
れ
る=

は
遂
R
ヾ
一
一1

の
自
然
的
大
眞
理
の
：發
見
k

終
气 

次S

で
收
獲
の
時
代
が
來
る
。
こ
の
時
代
k

於

：
て

は

、

演
_

的

推

理

の

適

用
^

依
：っ

て

、

經

驗

さ

れ

る

事

實

^
高
さ 

原
理
ミ
を
結
合
せ
し
ひ
る
多
數
の
中
間
原
.趣
の
形
k

於
い
て
、
偉
太
な
る
、發
見
の
收
獲
が
あ
っ
た
。
然
も
中
間
原
理 

の
み
で
は
な
い
。
屢
々
m
p

fe
は
®

納
法
ど
結
合
し
て
、
最
高
の
物
的
1&
«

に
到
達
す
る
の
手
段
ど
な
つ
た
。
そ
の 

著
例
は
重
力
の
法
則
で
.あ
る
。
そ
れ
は
：ガ
ッ
レ
ォ
0
.
發
見
に
依
0

て
供
給
3
れ
た
る
カ
，學
的
前
提
か
ら
、
主
ど
し
て 

演
繹
^

依a

て
到
達
^
れ

た

の

：
で
あ
る
，
。

^
れ
ば
歸
納
法
は
窮
極
_

法
則
'の
«

見
の
間
、
自
然
硏
究
R
於
て
の
み
®:

ら
用
ゐ
ら
れ
、
最
初
の
夫
衣
る
肖
然
的
槪
括
が
樹
立
^
れ
る
や
否
や
、
演
繹
が
：入
i
來
4
、
B

納

及

；
び

歸

納

が

與

へ

- 
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、
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第
二
十
a：
卷

2

三
五
〇
：

)

ジ

3
ン
よ
リ
ず
ツ
：ト,
ケ
ア
^
ズ
；.
 ̂

第
九
號
V

1

0
〇

■

, 

- 

*

る
檢
證
手
段
ミ
結
合
し
て
自
然
的
知
識
の
喬
速
な
擗
太
を
髒
ら
し
龙
。
が
ぐH

自
然
科
學
者
の
問
題
の
；論
理
的
性
質 

'
は
鑛
時
變
化
す
る
の
で
あ
る
ど(

能
五
亡
。
：觀

察

V

實
驗
が
總
'て
の
知
識
の
窮
極
的
甚
礎
で
あ
：る
限
久
說
苎D

ケ 

ァ
ン
ズ
の
：
所

說

は

少

く

ど

も

：知

識

収

得

の

段

踏

の

論

理

：的

說

明

^
し
て
疋
當
0

は
ね
ば
な
ら
ね
9

こ
の
說
明
乃
至 

解
釋
は
直
ち
ド
以
て
被
の
經
濟
學
方
法
論
；の
莪
礎
？
な
る
の
：で
あ
る
0

'

. 'V

. .

「

歸
納
法
は
窮
極
的
原
因
の
發
見
に
用
ぬ
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
U
Z
れ
科
學
方
.法
史
が
ケ
ァ
ン
ズ
R
敎
へ
た
命
題
で 

あ
る
。
然
る
^

「
經
濟
學
者
は
窮
極
的
原
因
の
知
識
か
ら
.出
潑
す
る」

從
つ
て
經
濟
學
k
は
@
納
法
は
«
用
^
し
.て
、
 

演

繹

法

が

：逾

用
3
れ
る
ベ
き
で
あ
る
ど
の
結
論
:̂
達
す
る
。:

細
に
論
理
：は
明
白
で
あ
る
が
、
'.
先

，づ

：筆

者

は

「

窮

驱

的 

原
.因」

.な
る
槪
念
を
檢
討
し
ょ
ぅ
。
 

‘

ケ
ァ
シ
ズ
^
於

い
.：て
こ
の
.槪
念
は
種
々
異
つ
た
言
葉
：で
表
現
さ
れ
て
.ゐ
る
か
ら
、
を
の
比
較
か
ら
出
發
し
ょ
ぅ
0 

(a
.
海

濟

學

者

は

*

極

^

因

C
U
S日at

e
 

c
a
u
s
e
s
)

の

知

識

か

ら

出

發

す
る
，(

ニ C
h
a
r
a
c
t
e
r
/

ぐp. 

7
5
0

 

:

(b

.「

商

然

S
象

を

支

齙

す

る

窮

極

的

法

則

が

：樹

立

さ

れ

る
，や
否

や

新

道

が

開

か

れ
る」

0
. Ch

a
r
a
c
t
e
r

 "

 

P, 

7
10

 

(c
)
、

「

重

力

及

び

運

動

の

法

則

に

就

'

S

..

て
眞
&

る

事

は

.、
等

し

く

物

的

知

識

の

總
て
の 

る J

;--characte.x : .p.. 

71)

3
「

人
酿
は
窮
極
的
物
的
原
现
^
就
い
て
何
等
直
铵
的
知
識
?:
有
せ
ぬ」

^
0
^
3
<
:
^
1
:

こp. 

7
0

〕

M
ら
k

f
の

r
々
k
就
い
て
の
引
例
を
み
る
^

、

：：

.

(a
)
、
人
間
^
於
け
る
一
定
の
精
神
的
感
愦
及
び
ー
定
の
動
物
的
性
向
，*
生
產
，の
起
る
物
的
條
件
*政
治
施
設
‘
產
業 

技
術
の
狀
態

(b
)
、
ガ
リ
レ
ォ
及
同
時
代
の
人
々
が
樹
立
せ
るprimary 

dynamical 

pdriciples.

(c
)

、
光
の
波
動
說
•
分
子
說
•
惯
性
論
.

.

(d
)

、
重
力
の
法
則
•
述動の法則である。

M

れ
等
の
內
、
(a
)

の
み
は
經
濟
學
の
そ
れ
で
あ
る
が
ら
、
之
を
別
^
し
、5
:
2
.
5
^
就
い
て
考
察
す
る
に
、
擧
示 

さ
れ
た
る
例
ば
孰
れ
も
物
现
學
0
栽
本
的
原
理
で
あ
る
。/
從
.つ
て
2

の
窮
極
的
法
則
、
(c
)

の
窮
極
的
原
理S

の
窮
極 

的
物
的
原
理
の
三
語
が
全
く
同I

對
象
を
指
す
も
の
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
物
理
學
.の
根
本
的
原
理
で 

あ
る
。
こ
、
^「

根
本
的」

は「

至
太
な
る
重
要
性」

ど
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
ょ
6

上
位
の
原
理
に
依
つ
て
說
明
S

れ
. 

な
，

S

原
理
、
を
れ
自
身
が
ょ
6

上
位
の
原
理
ょ
ぅ
の
結
論
た
，ら
ざ
る
原
理
^

い
ふ
意
味
ザ
あ
る
。：
ヶ
ア
ン
ズ
は
次
の 

如
く
說
明
す
る「

重
力
の
法
則
及
運
動
の
法
則
は
か
、
る
原
理
中
^

あ
つ
て
最
も
確
實
^
し
セ
最
も
ょ
く
樹
立
さ
れ 

た
も
の
で
あ
る
0

併
し
N
Cの
依
6

て
立
つ
證
據
は
何
で
あ
る
か
。
：そ
れ
は
菩
入
の
意
識
妃
見
出
3

れ
は
し
な
い
。
亦
、
 

吾
人
の
感
覺
k

明
ら
か
な
も
の
ビ
す
る
事
も
出
來
なS

。
そ
れ
は
菩
人
の
知
性
^

訴
へ
る
事
^

依
つ
て
の
み
樹
立
 ̂

れ
得
る
。
總
て
か
>
る
原
理
の
立
證
は
、
之
れ
等
の
原
理
が
存
在
す
る
ビ
假
定
す
れ
ば
、
諸
現
象
が
之
^
依
つ
て
說 

明
3

れ
る
ビ
い
ふ
第
^

歸
着
す
る
。
即
ち
、
を
れ
等
は
そ
れ
等
の
物
理
的
結
果
を
通
じ
て
の
み
菩
人
k

知
ら
れ
る
の 

で
あ
る」

どC

註
八
〇)

。
然
る
k

(a
)

R
於
け
る
擧
例
ば
、
例
へ
ば
政
治
施
設
の
如
さ
は
決
し
て
か
、
る
意
味
^
於
け
る 

窮
極
原
理
ど
い
は
る
ベ
さ
も
の
で
な
い
。
從
つ
て
雨
者
が
同
一
槪
念
中
^

置
か
れ
る
0

は
か
>
る
內
容
を
全
く
顧
み 

る
こ
ど
な
く
、
堪
妃
論
理
形
式
上
の
地
位
か
ら
で
あ
る
樣
^

思
は
れ
る
。
即
ち
兩
者
が「

推
理
の
前
提j

ビ
し
て
Y
あ 

る
如
く
で
あ
る
。
實
化
ヶ
ア
ン
ズ
は
3

の
擧
例
の
後
に
直
ち
^

語
を
つ
い
で「

換
言
す
れ
ば
經
濟
學
の
前
提
は
、他
の

第

二

十

五

卷(

1

U

S

1

〕

ジr

ソ•
！{

リ
ナ
ッ
ト
•
ヶ
ア
ン
ズ
の
經
濟
學
方
法
論
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:
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. 

知
識
部
門
.の
結M

又
は
近
接
的
現
象
で
あ
る
；J

i、5

--
^
 ̂

'
然
ら
ぱ
爾
者
は
同
V
I
:意
味
に
於S

て
前
提

な
の(
で
あ
る
.か
。s

g

及
び
.^)
化
擧
げ
ら
れ
た
る
.も
0

^

S

身
が
：物
现
學
の
法
則
で
あ
^

然
る
^
政
治
施
設
の
：如
会
ば
、
ィ
を
の
下
^
起
‘
經
濟
瑰
象
?:
論
ず
5.
場
合
^
は
前 

提
で
あ
る
け
れ
ざ
も
.、
を
れ
自
身
ば
經
濟
法
則
で
は
な
い
。
.否
、
經
濟
現
象
で
$

へ
も
な
：
5
 

學
の
前
提
、
換
言
す
れ
ば
そS

窮
極
原
理
た
る
倉
味

s

,

\

前
者
が
物
：理
藥
ゆ
麻
極
原
理
た
る
意
味
^
は
異
る
の
で
あ 

;
.
r 

る
0
故
に
前
漭
の
發
，見
に
の
み
歸
納
法
が
必
要
で
.あ
る
事
、
然
る
^
後
者
ば
旣
知
た
名
事
の
ニ
つ
か
ら
し
て
、
直
ち

R

、
經
濟
學
^

對
す
る
歸
納
法
：の
無
用
を
論
結
し
難
い
樣
^

思
は
れ
る
。
か
>
る
論
理
的
誤
謬
は
如
何
^

し
：て
生
じ 

た
の
で
あ
る
か
。
彼
は
政
治
施
設
、
人
間
に
於
け
へ
る
ニ
定
の
精
神
的
感
情
等
を
經
濟
學
の
窮
極
原
因
な
ぅ
^
猕
し
て
. 

ゐ
る
が
、
抑
々
が
、
る
認
識
即
ち
、を
れ
等
の
施
設
.、感
情
ど
經
濟
現
象
ど
，の
因
果
關
係
の
存
在
の
認
識
は
如
何
に
し 

て
生
じ
た
，の
で
あ
る
か
。
こ
の
認
識
過
程
を
全
然
考
慮
し
な
，

S
.

事
に
、這
倜
の
.誤
*

は
夺
：の
端
?:
發
せ
る
も
の
、
如
く 

I  

で
あ
名
。
そ
れ
等
は
結
局
經
濟
現
象
の
a

察
を
通
じ
て
知
ら
れ
た
に
外
な
ら
なS

:。

乙
，の

意

味

^

於

い

て

經

濟

學

の

方
法
が
、を
の
當
初
に
於
い
て
、
ァ
。ホ
ス
，グ
リ
ォ
リ
な
も
の
か
ら
.全
く
自
由
で
あ
る
ど
言
ふ
事
は
、
'決
し
て
穩
當
で
は 

一
 

なs

。\

ス
バ
ッ(

は

、
、
、
火

を

批

評

し

て

「

、
、
、
ル

は

經

濟

學

者

は

當

初

か

ら

現

象

.の
原
因
を
知
つ
ゼ
居
彡
、
»
濟
生 

一
 

活
の
法
則
を
發
見
す
る
に
ば
、
た
<
仑
れ
等
の
原
因
か
ら
演
繹
ず
れ
ば
ょ
い
^

の
,

想
か
ら
充
分
脫
し
得
な
か
つ
た」

(

註
7.
'
:
^
0
ど
云
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
事
は
實
に
度
く
ケ
ア
ン
ズ
の
場
合
を
も
道
破
せ
る
も
の
^

い
ひ
得
ら
れ
る
。
ま
だ 

し
も
ミ
，
の
如
く「

原
因
の
合
成」

^

、
即
ち
政
治
科
學
の
對
象
た
る
現
象
の
本
質
^
演
繹
法
採
用
の
理
由
を
求
め
る 

.

方
が
遙
に
崔
っ
.て
ゐ
た
ど
思
ふ
。
孰
れ
に
せ
ょ
、
を
の
用
語
.の
不
IH
確
不
統I
が
：示
す
如
く
、
ケ
ア
ン
ズ
k

於
け
る

「

窮
極
原
因J

な
る
槪
念
ば
、槪
念
^
れ
自
身
が
判
然
し
な
：

S

ば
か
み
で
な
K

の
論
理
形
式
上
の
地
位
^
就
い
て
も 

明
確
な
説
明
が
與
へ
ら
れ
て
.
Q
/J
:

s
o
否

、

充
分
^

れ
が
考
察
^

れ
て
あ
る
ど
さ
へ
：も
思
べ
な
い
。一

言
k

し
て
言 

へ
ば
、
論
理
學
的
檢
討
の
®
だ
し
き
不
足
が
、
曝
露
3

れ
て
ゐ
る
ビ
言
は
な
け
，れ
ば
な
ら
な
S

P
經
濟
學
の
論
理
的 

性
質
ど
方
法
S

の
硏
究
を
主
眼
ミ
せ
る
著
者
が
、
そ
の「

方
.法」

決
定
の
肝
®

點
を
見：

失
つ
た
事
は
重
大
で
あ
ら
ぅ
。

:
又
、
こ
れ
.ど
は
別
^

、窮
極
原
因
<:
の
も
.の
の
取
得
に
歸
納
法
は
不
必
要
で
あ
0
か
。「

仑
の
發
見
^
何
等
嚴
密
な 

歸
納
法
を
要
し
な
い
J
S
I)

：ど
の
答
が
爲
S
れ
る
。
.

♦
の
立
證
は
引
例
的
で
あ
る
。
例
へ
ば一

農
業
家
が
何
故
小 

麥
の
生
產
R

從
事
す
る
か
、
：又
、
何
故
或
る
幽
交
で
土
地
を
，耕
作
す
名
か
、
而
し
て
何
故
そ
れ
以
上
耕
作
し
な
い
か 

を
知
る
爲
め
R

、
小
麥
及
耕
作
統
計
か
ら
出
發
し
て
、1

方
に
.は
農
業
家
の
勤
勞
を
刺
戟
す
る
心
的
感
情
に
至
る
、
 

他
方
^

は
該
動
勞
の
生
產
性
が
依
存
す
る
土
壤
の
物
的
性
質
^

至
る
.幾
つ
'か
槪
括
か
ら
、
吾
人
の
知
識
を
引
出
す
必 

要
は
な
ぃ
。
何
故
な
ら
ば
吾
人
自
身
の
心
a

に
浮
ぶ
^
;

ろ
，の
も
0

、
«

_
に
於
い
：て
並
'び
^
吾
人 

の
事
實
に
就S

て
兹
人
に
傅
へ
る
澌
息
k

於
い
て
、
そ
れ
等
の
^
0

の
«

_
§

*

を
^

し
得
る
か
ら
，で
あ
る
？

®
 

は
又
、
‘富
の
生
產
及
び
分
配
.の
依
存
ず
る
他
の
諸
原
因
-

—

自
然
的
原
因
の
物
的
性
質
及
び
增
殖
ヵ
に
關
す
る
人
間 

の
生
理
的
特
性
に
對
し
て
：も
、
種
類
，は
興
る
が
直
接
立
魅
が
可
能
で
あ
る
。
如
ぢ
、
.吾
人
の
意
識
^
輕 

感
覺
に
訴
べ
、る
處
の
.立
證
で
あ
る
.0
例
へ
ば
收
穫
遞
減
の
法
則
は
、(

土
壞
に
：對
す
る
直
接
的
な
#
©

實
驗
^
依
つ
て 

樹
立
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
ぅ
、
そ
の
結
朵
R

就
い
て
吾
人
.の

感

覺

は

之

：を

判

定

し

得

る

の

で

，あ

る

o

故
^
、
經
濟
學 

の
物
的
前
提
並
び
に
精
神
的
前
提
の
場
合
に
於S

て
、
:-
菩

人

は

自

然

科

學

、：の

窮

極

的

眞

理

を

樹

立

：
す

る

精

練

な

る

歸 

納
的
方
法
ビ
ば
全
く
無
關
係)

で
あ
る
ど
0
进
卖
0
。'
前
^

記
述
し
た
：̂:
如
，<
、：物
理
'擧
'の
.窮
極
原
因
ミ
稱
せ
ら
る
：、
も

^
ニ
.十
五
卷
'

(

1:
1
1五
：三〕

，

ジ
.ョ
'シ
‘
エ
リ
ォ
ッ
ト
‘
ヶ

ァ

：
ン

ズ

；
の

經

濟

：
學

方

法

論

，
：： 
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號
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n
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ジ
：ョ
ン
.
エ.
リ
ォ
ク
ト
；
ア
シ
ズ
の
經
濟
學
方
法
論 

第

九

號

ニ
〇
四？

の
ば
'、
.
に̂
重
要
な
る
物
理
學
の「

法
則」

で
あ
る
に
對
し
、
V經
濟
學
の
前
提 

<稱
せ
'ら
る
、
も
^

過
ぎ
なS

 .
.

こ
れ
が
發
見
の
爲
め
.に
.、
精
練
な
る
歸
納
：法
5:
'

必
要
^
せ
ざ
る
如
さ
は
、
1£
:
^
自

明

の

事

い

ふ

べ

さ
 

で
あ
る
.？ 

. 

.

. 

/ 
ノ 

. 

/

’
次
ぃ
.
：で

假

說

論

^
移
る
。
經
濟
學
考
は
實
驗
2:
行
ふ
，事

が

出

來

な

：
ぃ
。

そ
の
：
代

用

物

^
し
て
':假
說
を
用
：

G

气

1  

{疋
の
舣
態
を
心
裡
に
想
定
し
、
然
る
後
、
N
C..の

經

濟

的

特

性

を

檢

せ

ん

k
す
る
何
等
か
の
要
因
が
、
そ
の
狀
態
の
下 

k
作
用
し
來
る
も
のV
し
て
、
冬
の
結
果
を
推
理
し
、
以
て
1
理
論
^

到
達
ず
る
の
で
あ
る
0
©
ょ
6
が
く
し
て
得 

た
る
結
論
は
假
說
的
眞
娌
た
る
に
過
ぎ
な
：い
'0
'
併
し
乍
ら
、
眾
な
る
經
驗
法
則
を
別
^
ず
れ
ば
ノ
如
何
な
る
自
然
の 

法
只
^
®

も
假
a
的
^

眞
た
ら
ざ
る
?:
^

な
s
o

こ
の
方
法
は
侬
：っ
て
以
て
經
濟
法
則
の
.知

識
?:
.取

得

す

ベ

さ

一

方 

法

で

あ

々
，、
糈

神

的

k
行

は

.る、
實
驗
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
け
n:
w

も
乙
れ
は
純
IE
な
る
實
驗
ょ
6
は 

非
^.
=
R
劣
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
假
說
的
實
驗
k
在
っ
て
は
、
存
在
ず
る
^
想
定
3
れ
^
條
件
の
或
も
の
パ
、
 

推
0

の
途
中
で
看
過
3

れ
5-
危

險

が

あ

る

.
の
み

*

ら
ず
"
亦
考
察
^
.れ
て
ゐ
る
特
定
原
因
の
作
用
を
_
殳
す
べ

き
推 

理
上
气
缺
陷
の
存
す
る
惧
が
あ
る
。
か
く
て
t
:
の
精
神
的
實
驗
は
、
檢
證
R

依
っ
て
補
は
れ
る
を
便
^
す
る
。
假 

說
的
實
驗
R

依
っ
て一

結
論
^

到
達
せ
る
'時
は
、該
假
說
^

可
及
的
近
接
せ
る
實
例
を
探
究
し
、そ
こ
^

於
け
る
現
實
• 

的
結
果v

假
說
的
結
論
ど
を
對
比
し
な
.け
れ
ば
な
ら2

。
多
く
の
場
合
兩
者
の
間
^

は
問
隙
が
見
出
^
れ
る
。

Zの 

間
隙
が
如
何
f

程
度
ま
で
、
旣
知
の
妨
碍
原
因
化
依
っ
て
說
明
3

れ
得
る
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
，
f

 

不
幸
^

し
て
經
濟
學
^

於
け
る
檢
證
は
、頗
る
不
完
全
^

し
か
行
ば
れ
得
な
い
。
を
れ
^

も
拘
ら
ず
、注
意
深
く
行
は 

れ
る
な
ら
ば
、
演
繹
推
理
^
依
っ
て
得
た
る
結
論
に
、
高
度
の
信
賴
性
を
肯
定
す
る
k

充

分

な

る

確

，證

を

、

M
t

與

I

：

：

へ
得
る
も
の
で
あ
る
ど
龜
五
七
w
。
E I
ょ
り
假
說
方
法
は
自
然
科
學
R.
於
いV

も
用
：

Q

ら
れ
る
が
、N

ぐ
の
用
途
が
異
る
。
 

經
濟
學
R

於
い
て
は
、
假
說
は
斯
學
の
根
本
的
假
說
の
演
繹
的
展
開
^
必
耍
な
れ
ざ
も
事
例
の
本
質
上
實
際
に
は
與 

へ
ら
れ
なS

旣
知
不
變
の
條
件
を
、
推
理
者
^

供
結
す
る
爲
め
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
然
る
^

自
然
科
學
^
於
い
て
は
、
 

必
要
な
る
條
件
は
之
を
實
際
R

作
々
禪
る
が
故
ら
こ
の
目
的
^

假
說
が
用
ゐ
&

れ
る
事
は
な
い
。
假
說
は
窮
極
的 

原
因
ど
法
則
^

^
到
達
す
る
手
段
ど
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
。
乙
れ
ら
は
旣
述
の
如
く
、
感
覺
^

依
つ
て
ネ
意
識
^
依
つ 

て
も
収
得
^

れ
なS

 

o
從
つ
て
报
/£
:

•膨
測
•
假
說
が
自
然
そ
の
手
段
ど
な
る
。
從
つ
て
自
然
莉
學
者
は
窮
極
的
K
 

因
及
び
法
則
の
性
質
に
關
し
て
假
胄
>

作
々

、
這
個
の
推
定
の
常
否
を
檢
す
る
^
適
當
な
諸
條
件
を
作
る
。
即
ち
、

そ
の
假
說
を
檢
證
す
ベ
さ
實
驗
を
行
ふ
の
で
あ
る
ど
S

五
八
、

つ
ま
ぅ
經
濟
學
溃
は
旣
知
の
諸
條
件
©「

組
合
せ

し

 ̂

於S

て
假
說
を
用
ゐ
、
自
然
科
學
者
は
そ
の
條
件
の
性
質
に
就
い
て
、
假
說
を
用
ゐ
る
の
で
あ
る
ビ
い
ふ
。

か
く
の
如
く
、
經
濟
學
者
6
自
然
科
學
漭V」

で
ば
、
各
自
が
取
扱
ふ
問
題
.の
論
理
的
性
質
が
異
る
。
從
つ
て
由
然 

科
學
k
於
い
'
て

成

功

せ

る

方

法

を

經

濟

學

k
用

ゐ

んビ

す

る
®
は

、

非

常̂
誤

_謬

^

」

い

は

ね

ば

な

ら

ぬ

。

寧

ろ

s

然 

科
學
の
先
例
は
、
經
濟
學
者
が
演
繹
を
以
て
そ
の
主
た
る
手
段
ど
»
做
す
べ
ざ
?:
敎
え
る
も
の
で
あ
る
。
觀
察
ど
經 

驗
が
與
へ
る
！1

事
赏
は
、
事
情
の
許
す
限
ぅ
、
演
繹
的
^
得
た
る
結
論
の
檢
證
手
段
^
レ
て
用
ゐ
る
べ
く
並
び
^
赏 

際
^
該
結
論
ど
の
間
に
不
ー
敗
を
生
ず
る
場
合
^
、
か
、
る
不一

致
を
生
ぜ
し
む
る
妨
碍
原
因
の
性
質
を
確
め
る
爲 

め
^
用
ゐ
る
べ
き
で
あ
^
。
演
_
的
段
階
^
到
達
せ
る
、
即
ち
、
を
の
問
題
の
論
理
的
性
質
^
於
い
て
、
經
濟
學
ビ 

の
類
似
を
示
すs

然
科
學
R
於
い
て
も
、
經
驗
k
訴
へ
る
の
方
法
は
、
.
か
く
の
如
く
で
あ
6
、
か
く
の
如
さ
の
み
で 

あ
る
ビ
s

a;
九
^

こ
、
R
提
示
^
れ
.た
る
假
說
的
方

.法
は
勿
論
一
種
の
演
繹
法
で
あ
々
、
然
も
最
大
な
る
'效
用
を
有

笫
ニ
十
沉
卷a
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5

^

す
る
の
方
法
で
あ
る
。
た
ぐ
之
を
如
何
な
る
意
味
化
於
け
る
^
せ
ょ
、
^

驗」

ミ
：呼
ぶ
は
用
g
gco
IH
當
ど
诤
た
る
も

の
基
1
5麵 

S

S
 六
0)

0 

.

.

.

-
ィ
,

..
.

'
:

'■
. 

.

•

■

這
般
の
方
法
中
纪
於
け
る
檢
證
及
び
妨
碍
原
因
の
發
見
方
法
化
關
聯
し
ャ
、
舞
濟
學
の
推
理
k
於
け
る
統
計
の
用 

途
が
見
出
さ
れ
る
o
銃
許
は
特
殊
.
W究
の
爲
a6
:

k
整
頓
さ
れ
分
類
^
れ
た
る
事
®.
の
m

集
で
あ
る
o
乙
の
組
織
あ
る 

觀
察
^
を
羽
ガ
す
る
事
^
侬
办
て
、
斯
學
の
根
本
的
假
說
か
ら
の
.推
坪
.の
.证
確
さ
を
、
最
も
&
く
照
査
し
檢
證
し
得 

る
ど
共
纪
亦
ミ
れ
を
用
ゐ
て
、
事
件
の
實
際
的
徑
路
を
變
吏
せ
し
：む
.る
小
耍
因
又
は
妨
碍
的
要
因
の
作
用
5 :
,、
良 

く
知
る
事
が
出
來
る
.の
で
あ
るi

-
f

ハ10
?

 

" C
h
aracter

ご
第
四
講
に
於S

て「

經
濟
學
の
進
歩
に
於
.い
て
、
統
計 

の
妥
常
な
る
使
用
の
最
善
な
る
ー
例」

^
し
で
ト
ゥ
>

の
物
價
.論
を
擧
げ
て
ゐ
る
0

:

'

:

定
說
R
.侬
れ
は
、
貨
幣
の
價
値
は
他
の
事
情
^
し
て
等
し
会
限
办
、
そ
の
數
量
に
反
比
例
す
_る
<
い
ふ
j
然
る
に 

ト
ク
ク
£

價
£

究
8

|

流
？

S

間
k

s

s
ゝ
4

■

見
S

S

S

た
。
こ
れ
暴
は
抽
象 

的
推
理
の
結
論
昼
際
视
象
ど
の
間
に
不一
致
の
一
例
で
あ
ぅ
、
之
れ
2:
解
明
す
る
事
は
統
計
的
硏
究
の
.任
務
で
あ 

る

諦

把

rf
過
為
に
1L
1 ,
が
存
す
る
か 

'若
し
く
は
這
般
の
現
象
^
影
響
す
る
何
等
か
の
原
因
が
看
過
5
;れ
た
か
、
 

そ
の
孰
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
なs

、
ト
ゥ
ク
は
陋
者
^
誤
謬
が
あ
.る
事
を
示
し
た
。
第
一
に
は
貨
幣
が
物
價
に
及 

ぼ
す
影
晋
於
け
る
性
質
暮
形
割
引
^
於
い
て
銀
行
が
發
行
ず
る
兌
換
券
の
.該
性
質
ど
を
區
別
す
る
を
誤
れ
る
0 

理
上
の
誤
■
、
第
二
佳
他
の
信
用
形
態
が
、
銀
行
券
S

並
ん
で
、
：g

質
カ
£

て
用
f

れ
る
揚
合
に
、
物
價 

に
及
ぼ
す
妨
碍
的
勢
力
の
看
過
で
あ
る
。
か
く
て
結
局
ト
ゥ
ク
は
通
說W

反
對
.
R、
紙
幣
流
.通
.高
は
一
,般
物
質
牝
準 

の
原
因
に
非
ず
し
て
そ
の
結
果
で
あ
之
後
者
の
變
動
は
前
者
の
そ
れ
妃
追
隨
せ
ず
し
て
之
^
先
行
す
る
ビ
の

i

k
到
達
し
た
の
で
あ
る
ど(

独
.六
三)

。
;

1

:
;

.
乙
の
檢
證
の
問
題
は
假
說
的
演
繹
的
科
學
に
在
っ
.て
は
頗
る
重
耍
で
あ
る
。
、、、>

は
之
5:
甚
だ
重
要
視
す
る
。
ミ 

ル
の
演
繹
法
理
論
に
依
れ
ば
、：

演
繹
法
は
直
接
歸
納
、
m

釋
推
理
及
檢
證
り
一
一
一
段
階
か
ら
成
る
。
凡
そ
演
繹
法
の
問 

題
は
、
相
合
し
て
プ
結
果
を
產
出
す
る
種
々
な
る
傾
向
の
法
則
か
ら
、
該
結
果
の
法
則
を
發
見
す
る
事
で
あ
る
。
故 

k
筋
一
要
件
は
こ
れ
等
傾
向
の
.法
則
?:
知
る
事
で
あ
る
。
即
ち
併
合
的
諸
原
因
各
個
の
法
則
を
知
る
事
で
あ
を
。
之 

が
爲
め
R

は
、
豫
め
各
原
因
個
々
R

關
す
る
觀
察
又
は
實
驗
の
過
程
が
な
け

れ
ば
な

ら
ぬ
b

若

し

く

ば

之

に

^

だ
っ 

演
繹
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
'0
:
を
じ
て
乙
の
演
繹
も
亦
を
の
終
局
前
提
の
爲
め
に
、
觀
察
又
は
實
驗
に
賴
ら
ざ
る
を
得 

な
い
？
第
二
喪
件
ば 

一
%
の
諸
原
因
の
結
合
か
ら
、
如
何
な
る
結
®
が
生
ず
べ
き
が
を
、
該
諸
原
因
の
法
則
が
ら
決 

定
す
る
事
で
あ
る
b

即
ち
、.
演
繹
推
理
を
行
ふ
* .
で
あ
る
。
か
、
を
演
繹
推
理
に
依
っ
て
、
或
程
度
ま
で
、
吾
々
は 

「

定
の
原
因
結
合
か
ら
如
何
な
る
結
果
が
生
ず
べ
さ
か
.、
へ
又
如
何
ぬ
み
原
固
結
合
が
或
.一

定
の
結
果
を
生
ず
べ
き
や 

の
問
に
答
へ
.る
事
が
出
來
る
。'
け
れ
ぎ
も
乙
の
.敗
ー
1
段
階
爻
で
ド
は
、
を
の
結
論
に
多
く
の
疑
：が
持
た
れ
得
る

。
Z 

の
疑
問
の
佘
地
な
.か
ら
し
む
る
も
の
が
檢
證
で
あ
6
、
'.
こ
れ
が
演
繹
法
の
第
三
段
階
を
形
成
す
る
。
こ
れ
は
ミA

ド 

在
っ
て
は
、
推
理
の
結
論
を
具
體
的
現
象
そ
れ
自
體
ビ
、
又
は
そ
れ
等
の
經
驗
的
法
則
に
此
較
對
象
す
る
事
^
艰
っ 

て
®
^

れ
る
。
ケ
ァ
シ
ノ
R
在
っ
て
は
現
^
前
者
の
み
が
考
へ
ら
れ
：、
後
者
の
檢
證
方
法
は
省
み
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
 

而
し
て
、
を
.の
對
照
^

依
っ
て
兩
者
が
|
致
す
る
時
、
そ
の
：_
論
の
結
1

ば
信
賴
す
る
に
觅
る
も
の
^
な
る
。
而
し 

て
ミ
\

は
日
く「

具
體
的
演
繹
法
の
確
信
の
論
礎
は
、
ァ
ブ
ブ
オ
ソ
推
理
备
れ
自
身
で
は
な
く
、
乙
の
推
_
の
結
粜
ビ 

ァ
ポ
ス
タ
ッ
：オ
リ
觀
察
ビ
の
符
合
で
あ
る
'し
ど
餘
ニ
ハ
ー
ー

)

。
故
^
そ
れ
は
ケ
ァ
ン
ズ
の
如
く「

檢
證
k

依
っ
て
補
は
れ
る

第
二
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十
五
卷
：

Cl 

n

「

2c
八)

V

ョ
ンi
.グ
太
ッ
ト
•ヶ
ア̂

:
锒
.：？
扁

.'
:ー
0
八

'
‘
. 

； 

■
を
便
ど
す
る」

t

s

如̂
さ
、
輕
い
意
味
の
も
の
で
：は
な
：い
0
:か
<-
.
の
如
さ
兩
者
^

證
の
.論
.理
擧
的
意
義
^
說
会
だ
る
^
對
し
、
後
者
が
そ
の
實
用
價
値
を
考
虛
せ
.る
が
故
で
あ
ら
ぅ
。
私
見
を
以
て
す 

れ
ば
、
.檢
證
の
實
踐
的
價
値
は
、
.T

理
論
め
積
極
的
構
成
ょ
▲
は
.、
寧
/)
謬
隐
の
防
北
^
あ
る
如
く
で
あ
る
。
何
故 

な
ら
ば
报
0
の
結
論
を
ー
致
す
る
ー
»
例
を
見
出
す
事
は
決
し
て
^
の
結
論
.の
#
遍
養
语
.性
?:
^
證
し
な
い
。
11
ん 

, 

.で
經
驗
的
法
則
^
合
致
す
る
事
が
見
.出
^
れ
る
}<
:
し
て
も
、
元
來
經
驗
的
法
則
な
6
も
の
は
、
そ
の
法
，則
の
«
禮
^

れ
た
る
諸
事
ft
に
し
ヵ
妥
當
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
者
の
播
合
ょ
6
は
、
結
論
の
妥
常
性
を
職
，大
し
得
る
け 

れ
ざ
も
：、
未
だ
充
分
な
る
も
の
で
は
な
い
。
之
^
反
し
、
檢
證
に
於
い
て
、
_
理
の
結
論
^
« '

 ̂

一
 

個 

.の
實
例
を
で
も
發
見
す
る
な
ら
ば
、
詨
結
論
の
普
遍
妥
當
性
は
全
く
覆
る
。
：.故
^
檢
證
の
效
架
は
積
極
^
於
5
て
ょ 

6
も
消
極
^
於
い
て
大
で
あ
る
。
：

.
，厂

尙
、
數
學
的
方
：法
に
對
し
て
は
ヶ
.ア
ン
ズ
は
全
く
讃
意
を
表
し
な
s

o

tの

事

。c
h
a
r
a
c
t
e
r
,

第
ニ
版
序
文
に 

述
べ
.ら
れ
て
ゐ
る
。「

本
書
が
初
め
て
出
來
た
時
^
は
、.尙
、數
學
的
方
法
^
い
ふ
も
の

.k
就
い
て
は
、殆
ん
ざ
聞
く
處 

が
な
か
っ
た
。
.己
れ
k
il
す
る
そ
の
常
時
の
佘
の
意
見
：は
、
經
濟
學
が
そ
の
前
提
を
#'
る
の
源
泉
を
考
應
す
る
時
、

©
科
_
は
搬
學
的
収
扱
を
容
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
ビ
い
.ふ
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
友
人
ジ
-I
.
.
グ

ォ

ン

ズ

.

.
敎

ぷ

の 

「

靜
濟
#
原
迎」

が
出
'版
^
れ
た
余
の
能
力
の
許
す
限
み
ジ
ェ
グ
ォ
ン
ズ
敎
授
の
議
論
^
熱
慮
し
た
が
数
學
k
階
い 

余
^
出
來
る
限
办
の
範
|1
內
^

^
い
て
は
、
余
は
尙
舊
說
?:
固
持
す
る
。
余
は
衡
の
方
法
^
於
^V

心
# '
わ
わ
經
濟
,

.
^
を
^
印
せ
ん
が
爲
め
^

幾
何
學
的
圖
.形
又
は
數
學
式
を
用
：

Q
.

う

べ

西
定
し
よ
うV

は
思
は
な
い
。
余
が
^

て
否
定
せ
ん
ど
す
る
ば
、
經
濟
學
的
知
識
が
か
、
る
手
段
化
依
っ
て
擗
張
さ
れ
得
る
ど
の
ジ
ヱ
グ
オ
ン
ズ
、
そ
の
■

の
主
張
す
る
學
說
で
あ
る
。
即
ち
、
カ
學
的
眞
理
や
物
现
學
的
眞
理
の

.

發
展̂

用
ぬ
ら
れ
て
ゐ
る
ミ
同
樣̂

、
經
濟 

學
的
眞
现
の
發
展̂

も
、
数
學
が
適
用
3
れ
得
る
< £

の
學
說
で
あ
る
。
人
の
感
愦
が
精
密
な
數
量
的
形
式
中
に
表
現 

3
れ
得
る
事
が
示
3
れ
な
い
限
ぅ
或
は
又
、
經
濟
現
象
が
感
愦̂

依
存
し
な
い
ど
い
ふ
事
が
示̂

れ
な
い
限
ゥ
、
余 

は
佘
の
結
論
を
如
何̂

し
て
廻
避
す
べ
き
か
を
知
ら
な
い
、
ジ
ユ

•

ゥ
オ
ン
ズ
氏
は
日
ふ「

經
濟
學
の
諸
法
則
は
、最
を

論
じ
、
量

.

の
關
係
を
論
ず
る
が
故
に
、
大
部
分
數
學
的
た
ら
ね
ば̂

ら
ぬ」

ど
。
若
し
佘
t c

し
.

—

て
誤
ら
ず
ん
ば
、
ジ
ェ

■
 
.».
 

■
,
 

,

グ
オV

、、

ス
氏
の
立
場
を
支
持
す
る
爲
め
に
.は
、
こ
れ
以
上
.に
、
何
物
か
C
必
要
.で
あ
る
^
S

S

O

"
か
、
る
意
見
は 

「

關
係」

^
し
て
の
法
則
を
槪
念
し
#
な
か
つ
た
事
及
數
學
的
表
現
^
算
數
的
表
現VJ

の
無
意
識
的
混
合
が
存
し
た
事 

に
ょ
る
ど
い
へ
ょ
ぅ
。
彼
が「

數
學
的」

^「

算
術
：的」

.
>

」

を
時
ド
混
同
せ
る
の
事
實
は
.亦
次
：の
言
葉
化
依
つ
て
も
明
か 

で
あ
る
。
經
濟
學
の
原
理
が
物
的
世
界
の
恶
素
及
カ
の
如
く
^
計
量
^
れ

得

ざ

る

を

の

べ

：た

る

後

、

「

故
.
に

そ

れ

等

は 

算
術
的
又
は
數
學
的
表
現
を
3
れ
る
事
は
出
來
な
い」

驗
出
£

^
述

：べ

て

ゐ

；
る

。

：

而
し
て
こ
の
算
術
的
表
現
，の
不
可
能
は
、
經
濟
學
を
し
て「

精
密
科
學J

の
中
^

座
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
の
根
據VJ  

考
へ
ら
れ
介
。
即
ち
、
物
的
科
學
の
法
則
も
經
濟
學
の
法
則
も
、
共
^「

傾

向」

を
：
表

は

す
_
^

於
^

て
，
は

ー

で
あ
る 

が
、
前
者
の
科
學
^

於
い
：て
'は
、該
傾
向
の
作
用
す
る
カ
の
程
度
^

對
し
て
、精
密
な
る
算
術
的
表
现
が
得
ら
れ
る
.迄 

は
、
そ
の
，傾
向
の
發
見
は
、
以
て
法
則
の
.完
全
な
る
發
.見
e

は
考
へ
ら
れ
なS

。

然
る
に
經
濟
學
法
學
等
の
如
く
、
 

を
の
前
提
を
人
性
の
諸
原
理
か
ら
引
出
す
學
問
に
相
つ
て
は
、
そ
の
本
質
上
算
術
的
計
量
、
：從C

V

て
：か
'、
る
：表
®
が 

不
可
能
で
あ
る
;0「

こ
：の
故
^

、經
濟
學
は
精
密
科
學
の
領
域
か
ら
必
然
^
除
外
5
れ

な

：け

れ

ば

な

ら

な

5
>
/
8
セ
0
0 

筆
漭
は
之
2:
以
|て
、
' 
グ
ァ
^

ズ
方
法
論
の
本
論
.を
終
る
。
：彼
0
方
：法
^
對
す
：る
批
評
は
諸
家
化
依
つ
.て
試
み
ら
れ

笫
ニ
十
五
卷.(111.1

五
九
> 

ジ
--
3
:ン
，
エ.
，
リ

オ

ッ
.>
:.
ヶ
ァ
，
ソ
オ
0 

漭

九

戚

：

ー
〇
九
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ニ 

o

て
は
倉
が
、.多
く
は
斷
片
的
な
.
|

に

妻

5

。
そ
の
：中
|

5

、
，ィ
^

グ」

フ
么
|

評
は
、
評
者
自
身
の

.立

揚
^
囚
は
る
、
の
嫌
ば
あ
る
も
、
以
セ
傾
_
汶
價
す
る
。「

ヶ
.て
^
^
^

«

實
ょ
々
ネ
形
式
的
の
±

三
讓
步
あ
名
^

朐
ら
ず
、
最
も
カ
あ
る
激
繹
的
方
法
を
.支
持
す
る
0

い

,

:
て
は
&
納
ジ
^
地
は
全
ィ
^
い
^
步

然

：主

張

す

る
0
狗
^
彼
は
シ
ィ
ニ
才
ァ
^

れ
な
か
。
ミ
ル
が
己
の「

論
理
學」

に
於S

て
檢
；證

を

以

て

經

濟

法

則

の

.論
®
の

'ヶ
ァ
>

ズ
は
、
法
則
は
.證
の
性
質
又
は
因
i

係
S

す
る
斷
定
.靠

I

統
計
的
又
は
文
書
的 

醫

S

っ

て

は

響

4

否
I

れ
得
な.

S

義

張

す

る

。
.蒙

I

し
モ
何
事

ビ
の
矛
盾
^
ょ
っ
^
抑

制

さ

れ

る

替

が

な

い

。

そ

め

.著

作

の

疑

a
本
な
.き

有

能̂

に

も

拘

ら

ず

、

或

點
k
於

い

ては
、

. 

各

は

方

法

論

の

退
f

示

す

も

の

.
、
如
く
、
將

來

洁

っS

ょ
ヵ
考
ふ
5
時

,ミ
ル
，及

ヶ

ァ

ン

ズ
.の
斯
學
方
法
論
-
H--
0

; #
作
は
•、
内
的
k
は
不
健
全
な
れV

7
P
、

1

の
重
要
な
掙 

極
的
效
果
を
有
す
る
:0
彼
等
は
經
濟
學
I

の
傳
統
的
地
位
ょ
ぅ
引
下
し
广

，

て
、
そ
I

大
な
る
抱
負
を
抑
へ
た
。
I

 
一
 

I

管
則
の
純
抽
象
性
.の
：高
唱
で
t

、
他
は
經
濟
t

經
濟
的

術
5

竣
別
で
あ

っ

たo」

l

七
九)

M

の
批
評
の
價
値
は
、
這
般
の
方
法
論
の
記
述
会
の
名
の
が
、
自
ら
示
す
で 

あ

ら

ぅ

。

* 

. 

...  

.  

' ■ 

. 

, 

■ 

V 
. 

; 

.■

五

經

濟

»

方

法

史

に

關

す

石

ケ

ア

ン

ズ

の

見

解

上

，來

記

述

し

來

れ

る

處

を

双

.て
、

_ヶ

ァ

ン

ズ

方

法

論

の

大

要

社

、
不
完
全
な
が
ら
紹
介
じ
#
た
I

、
信

じ

る

。

而
し
て
ケ
アv

ズ
の
解
ず
る
處
^
依
れ
ば
、
經
濟
學
の
進
步
^
大
い
な
る
實
献
を
爲
せ
る
人
々
が
*
れ
る
方
丢
次
、

ノ

.

..
ン

.ノ 

：
.
.
.

：

■

皆

彼

が

說

く

處

の

方

法

で

あ

ク

、
':
チ
ュ
>
:ゴ
|

、

ス
ミ
.ス
、
'
マ
ル
サ
.ス
、
リ

ヵ
ア
ド
オ
、
'
ミ
ル
、

シ
バ
二
オ
ア
皆

然 

◊

で

あ

る

S

い
ふ
S

六
四〕

。
己

のS
.

は

ド

疋

統

派

の

方

法

史

に

對

す

る

ヶ

ア

ン

ズ

の

見

解

を

檢

討

す

る

事

を

以

て

、
 

本

稿

の

'末

尾

ど

し

介

S
。

r!
r
典
經
濟
.學

の

方

法

は
屢

■.
.«
、
#

に
歴
史
派
の
人
々
-R
依
？

、
.殆
；ん
ざ
.極
度
£

象
|

も
の
5

ベ
ら
れ
た 

ブ
レV

タ
ン
に
.依
れ
ば
、
*
典
經
濟
學
は
職
業
。
階
級 
>
國
民
性
及
向
陶
人
の
文
化
階
段
等
^
於
け
：る
一
切
の
特
殊 

性
を
杣
象
わ
た
：，；
彼
等
は
糧

族

.
•
宗

敎
へ
時
代
の
特
異
性
を
全
く
認
識
し
な
か
つ
た
。
被
等
の
心
理
學
^
於
い
て
は 

た
^
一
 一 :

つ
の
人
間
行
動
の
'動
機
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
の
..一

は
最
，大

可

能

量

の

利

益

^
對
す
る
努
カ
で
あ
る
。
性
的 

励
機
は
彼
等
.にV

J

つ
て
命一

層
有
力
な
^

の
.で
あ
る
:0
兩
者
が
衝
突
す
る
事
、
後
者
は
前
渚
を
屈
服
■せ
し
め
る
。
併 

し
乍
ら
通
常
は
利
益
衡
励
が
支
*

す
る
云
々
ど
C
P
六
s
°

固

ょ

ぅ

か

く

の

如

さ

は

寧

.ろ
極
端
な
る
見
.解
で
あ
る
が
、
 

是

程
で
は
な
く
も
、
か
、
る
意
見
が
狹
し
て
少
く

-/
Xい
事
は
事
實
で
あ
ら
ぅ
0

シ
ラ
ー
は
這
般
の
見
解
を
駿
せ
ん
が 

'爲
め
に
::
;
'
一
々
ス
ミ
ス
、
マ
ル
ナ
ス
'、
セ
ィ
、
ソ
>

ア
ド
オ
.、
の
著
書
の
中
か
ら
、
多
败
の
反
證
を
擧
げ
て
論
じ
、
 

結
局
歷
史
派
の
人
々
が
擧
示
す
る
個
々
の
.揚
合
は
>

冉
典
派
：が
個
々
の
»

で
特
殊
性
を
顧
み
な
.か
つ
.た

^

い
ふ
事
を 

立

證

し

得

る
^

ど
<
ま

々

、

總
，體

V
J

し
て
の
脑
史
派
の
非
雛
は
成
立
し
な
いVJ

主
張
す
る
s

rs
o

o
シ
ラ
I

の
丹
念 

な
る
努
力
は
之
?:
多
ど
す
る7

P
、

古

典

派

の

，
著

書

の

中

^

、
這
般
の
見
解
を
駿
す
べ
さ
文
.章
意
見
を
見
出
す
は
、
本 

來
麵
事
で
は
な
い
。
正
當
學
派
の
論
敵
ク

-

丨
ス̂

へ
も
之
を
各
所
に
見
出
し
.
.て
f

。
然
も
か
、
る
方
法
に
侬
つ 

て
得
る
處
は
、
古
典
派
が
個
々
の
場
合
に
、
特
殊
性
を
認
め
た
る
■
?:
主
張
し
#

る
R

止
.

C/

全
體
ど
し
て
の
を
れ 

を
充
分
^

立
證
し
得
次
い
。
シ
：ラ
ー
が
歷
史
派
に
與
：へ
た
，る
結
論
は
直
ち
に
以
.て
彼
自
ら
^
も
與
へ
ら
る
ベ
さ
も
の

第U
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五

卷
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1
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ニ

十

沉

卷

，

0
1
■
三

I

V
 

-
ジ

：
ョ

ソ

*
エ

リ

ナ

タ

ト

«
ヶ

ア

シ

^

の

經

濟

舉

方

法

^

饱

九

號

'

二

，
ニ

な

：̂
で

あ

る:0
;か
^
る

名

題̂

關

す

る

：論

議

は

今

少

し

く

方

：法

論

的

で

，
^

.

.:
ス
、、，
ス
«

濟
學
：の
_

論
的
目
的
は
>
,
經
濟
生
;©
^
於
け
る
0

然
法
則
の
發
属
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
’

ス：ミ
ム 

げ
る
；法
則
槪
念
は
、
ノ
ヵ
ァ
.ド
；
ォ
及
，
ミ
；ル
：
以

後

の

法

則

槪

.念
k

比
し
て
、
：著
る
し
く
形
而
上
學
的
で
あ
る
。
Z-
S
.は
現 

象
間
の
恒
常
的
關
係W

し
て
ょ
6

も
'
.
遂
^

攝
理
の
法
則
ど
し
て
琊
解
3
れ

だ

。

そ

は

經

濟

，生

活

に

表

：
現

^
.
び
た
る 

「

自
然
法」

で
あ
つ
た
。
か
、
る
も
の
ど
し
て
の
法
則
の
存
在
を
認
識
す
る
限
6
k
於
い
て
、
ス
ミ
ス
の
方
法
は
斷
じ 

て
歸
納
法
的
で
は
な
い
。
を
は
形
而
上
學
的
tc
取
得
^
れ
た
る
ド
グ
マ
で
あ
る
。
け
れ
ざ
i

真
體
的
法
則
ど
し
て
の 

經
濟
法
則
の
認
識
^
於
い
て
は
、
必
ず
し
も
形
而
上
學
的
で
は
な
い
。
を
こ
に
在
つ
て
ば
多
く
の
歸
納
法
ど
氣
く
の 

演
繹
法
ビ
が
共
に
見
出
^

れ
る
。
筆
者
は
ス
ミ
ス
の
：方
法
を
最
も
良
く
示
す
ベ
さ
も
の 

> 
一
を
、

そ

の

分

業

^
よ

見 

■る
。
先
づ
ス
ミ
ス
の
眼
前
^
在
る
も
の
は
分
業
ど
伴
ふ
生
產
カ
の
增
大
で
あ
つ
た
。
兩
者
は
^
^
典
存
す
る
の
み
で 

な
く
分
業
の
强
化
が
生
產
力
を
增
大
せ
し
む
る
の
.事
例
は
恐
ら
く
ス
ミ
ス
の
目
擊
す
る
處
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。
孰
'
(C 

せ
ょ
、
分
業
を
以
て
生
產
力
の
增
大
の
一
原
因V」

す
る
事
は
、
恐
ら
く
事
實
の
i i
察
か
ら
鐵
か
f t
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
 

け
れ
ざ
も
分
業
は
一
個
の
經
濟
現
象
で
あ
つ
て
、
從
り
て
觅
^

そ
の
原
因
が
說
明
^
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
ス
ミ 

ス
は
仑
の
原
因
ど
し
て
交
換
傾
向
を
見
出
し
た
。
こ
の
論
.理
過
程
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ざ
か
。
交
換
傾
向
は
直
接 

意
識
に
依
つ
て
取
将
3

れ
るtP

の
で
な
く
、交
換
現
象
を
通
じ
て
そ
の
在
在
が
認
め
ら
れ
る
。
乙
の
交
換
傾
向
は
如
可 

に

し

て

に

^1
絡
せ
し
め
ら
れ
る
か
、
ス
ミ
ス
が
最
初
^

認
め
た
る
分
業
即
ち
取
な
る
努
働
分
割
ビ
し
て
の
分
^
 

€

は
少
く
ビ
名
直
接
^

は
結
合
し
な
い
。
を
こ
で
ス
ミ
ス
は
分
業
.な
る
.觀
念
をd

iv
is

io
n

 

o
f 〇
c
c
u
p

a
tio

n
s
R

ま
で 

擴
大
し
れ
。
即
ち
勞
働
過
程
^
於
け
る
分
業
槪
念
は
、
產
業
組
織
上
の
槪
念
化
轉
化
し
_た
。
か
、
る
意
味
の
分
業
は

勿
論
：交
換
&
<

し
て
は
存
在
し
夺
い
。''
:か
く
て
交
換
は
分
業
，の
必
嶺
條
件
ぢ
考
.へ
ら
^

る
。
け
れV

:

も
交
換
も
、

t  

の
經
濟
現
象
た
る
限
6

、
說
明
^
:
る
べ
き
事
を
必
要
ど
す
る
。
か
く
そ
終
局
的
說
明
ヒ
し
て
交
換
傾
向
が
持
出
^
れ 

る
。
て
の
終
局
的
段
階
た
於
け
：る
_

理
過
程
は
最
も
不
明
：瞭
で
あ
る
が
、
少
く
も
交
換
は
，交
換
傾
向
'ょ
々
、
演
繹 

的
^

結
論
3
れ
た
の
.で
は
な
く
し
て
、
經
濟
社
會
のr

般

的

事

實

ど

し

：て
の
，交

換

の

存

在

の

觀

察

か

ら

、

.交

換

傾

尚 

が
認
め
ら
れ
だ
の
：で
.あ
ら
ぅ
。
上
來
の
方
法
は
勿
論
眞
正
.嚴
格
な
る
歸
納
法
：ミ
^
:
ふ
べ
き
名
の
'で
は
な
い
が
、
先
づ 

眼
.前
の
：事
實
か
ら
出
發
し
て
、
そ
の
.事
實
を
說
明
す
る
處
の
、
而
し
て
そ
：の
事
實
ょ
A
V
は
廣
.い

原

理

^

到

達

す

る

の 

:過
程
を
迪
つ
て
ぬ
石
。
.こ
:(
7)
意
味
^
於
，切
て
”

歸
納
的
で
あ
る
。
か
く
し
そ
得
た
る
終
局
的
結
果
は
、
'そ
，の
論
理
過 

程
を
逆
に
'し

て

：
、
：之

^
:
依

つ

，
て

當

初

の

事

實

が

說

明

.
3
れ
る
.時
、初
め
て
眞
理
#

る
0

資
格
を
取
得
す
.
.る
。
實
5

ミ 

.ス
は
®

ら
R
Z

の
得
た
る
交
換
本
能
i
 

6し

.n
:
、
如
何
^

分
業
が
發
達
し
行
く
か
の
徑
路
を
說
明
し
て
ゐ
る
B

八
.一)

。
 

之
せ
反
對
の
經
過
を
迎
る
も
の
は
、
社
畲
調
和
論
で
あ
る
。
參
の
要
素
を
な
す
三
つ
の
觀
念
、
即
ち
、
自
然
法
の
存 

在
、
'そ
の
自
然
法
が
人
間
代
ど
々
て
槪
ね
有
益
^

作
用
ず
る
事
並
び
^
入
を
し
ヤ「

自
然
し
の
目
的
化
合
致
せ
し
む
る 

宇
段
^

し
て
與
;6
>
れ
：
た

る

も

：の

^
し
そ
の
自
利
の
觀
念
は
、
總
て
形
而
上
學
的
ド
グ
マ
.
で
あ
0
'

て
:>
:
.
經

驗

ょ

々

の

歸
 

納
で
は
な
い
。：
而
し
て

Zの
先
驗
的
S

槪
念
ょ
.
^
社
會
調
和
論
が
演
輝
為
れ
.：る
。
へ
而
し
て
ス
三

メ

は
こ
の
結
論
^
合 

'致
す
名
多
數
の
事
實
を
.、.，
現

實

的

經

濟

世

界

の

中

に

探

究

^

て
.之
を
吾
々
R

示
ず
ビ
共
に〈

一
尙
之
^
»
す
る
例
外
的 

事
實
を
も
提
示
乜
て
ゐ
：る
。：洵
纪
メ
尨
：.ス
の
問
題
は
？.經

濟

現

象

：を

絮

0 '
-
瑰
實
に
^
^

の
目
购
の
爲
必
に
は
、
.ス

三

ブ

は
加
，何
な
々「

方
法」

を

..
^
_

极

ず

し

，
て
.採
.用
^

た
;0
、■

つ
rt
:
，
女
アV

ズ
：の
如
く
 ̂

取
純
^
解
輝
し
得
な
い
：ヒ
い
は
ね
ば
な
ら
2
6 :

.こ
V
:
!
.琴

'
: 
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ニ

因
：

I

力
：ァ

立

す

る

意

味
k

於
5

、：

ス
ミ
、
ス
の
歸
納
的
傾
向
を
.踏
襲
せ
る
s

 

i

做

彦

、
は 

'マ
r
サ 

ヌ
で
：あ
る
o
然

る

に

ヶ

ァ

ン

ズ

：
は

庇

の

入

，
の

方

法

H

演
釋
；

建
張
す
る
o FT

人

口

は

食

物

ょ

々

も

速

か

に

增如する傾向がある
」

：.1

命題は、今
證
ズ

S

5

「

人
S

實際

i

t

露
す
る

」

5

:ふ意味で
 

樣ない

-:
'0

:
マA

—

S

A

P論が：
立

®
 ̂

人

性
の
力
S

向
I

慮
し
、.：觅

霖

界
S

實
的
事
情
及
び
入
間
が
I

s

源

論

し
5

使
し
得
る
力
霧
®
 

す
石
.な
ら
ば
人
間
の
裡
k

は
'
生
存
手
段
が
增
伽
^

れ
得
る
取
土
ギ
速
か
k
蓄
殖
せ
ん
$
す
る
恒
常
的
傾
向
が
^
す 

る
l

i

で

あ

ふ

。：
マ
.穿

.巧
S
:

方
和

^

Z 

れ
が
爲
め
f
c
彼
は
該
原
理
が
障
碍
を
受
く
名m

ミ
最
も
：少
な
る
事
精
の
下
k

於
け
る
も
の
を
み
ん
ど
し
た
。
そ
し
て 

新
植
民
：地
が
I

ば
れ
た
。
こ

、

$
い
て
は〔

：一 :1
:

十
五
年
S

倍
加
し
て
：ぬ
た
。
か
く
て
マ
ル
サ
ス
は
こ

の
率
を 

以

て

螯

现

の

自

然

的

：强

：さ

、

'
即

ち

人

ロ

：が

木

斷

^

增
加
？

莘

.る
'の
.傾
向
あ
.る
？

表
は
す
も
の
ど
結
論
し
た
。
 

伽
穷
k
於
い
.
て
食
物
は
、
刺
作
可
能
面
積
の
制
限
3

れ
た
る
ミ
せ
、
及
び
收
S I
M

減
の
：
法
；則

に

侬

つ

て

、

這

個

の

人 

ロ
增.加

率

に.及

び

得

な

い

；事

を

見

出

し

^

。.「
マ
^

>
2
.
•依
声
此
等
の
«©
_

の
考
察
の
結
果
は
か
め
人
'口
論
の
表 

1

で
あ
つ
た」

I

六
，

f

の
如
ぶ
1マ.
f

 

3
富

は

■ヶ
：ァ
シ
f

依
れ
ば「

重
I

赢
濟
學
上
の
.諸
眞
幽 

が
發
見
せ
ら
る
べ
I

一
 

の
コ
|

ス
で
あ
f

 

:

「

彼
の
：
方

法

は

余

が

經

濟

學

の

：
科

學

的

方

法

£

て
推
賞
せ
る
ヒ

Z 

る
の
も
の
化
精
密
S

致
す
る
。
.彼
は
人
性
の
旣
知
营
原
a

の

本

質

罢

忘 

彼

.は

そ

の

原 

翼

、
そ
の
f

作
用
す
る
外
界
的
條
,#
s

管
入
れ
た
。
彼
は
そ
れ
等
.の
確
知
さ
れ
た
外
的
條
件
の
下

k於%

て
無
拘
束
的
に
作
用
す
る
％
の
.ど
想

定

し

て

，
、

.
そ

れ4

6
生

ず

；
べ

^

諸
結
果
を
啤
0
;.气

服

，理

が

如

何

程

ま

.

で
揶
制
さ
れ
允
る
加
を
研
究
し
た
。：：0
し
て
最
後
汽
ぞ
れ
^
依
っ
て
該
抑
制
が
行
は
れ
る
處
の 

反
對
的
原
因
の
性
質
を
硏
究
し
た
。

_ 

;れ
等
の
手
段
に
依
つ
て
人
性
双
®
R

於
け
.る
窮
極
的
双
目

S

人
類
の
集
團
の 

狀
態
が
食
物
^
關

し

て

依

存

す

る

外

界

の

事

情

に

到

達

し

た

」

ミ

禁

；八3-:
0 

筆
者
は
マ
^

T
ス
が
驚
く
ば
か
々
多
數
の
事
實
を
蒐
集
せ
る
事
：を
、
斷
じ
て
看
過
す
る
も
の
で
な
い
o
亦
多
數
の 

傾
學
が
被：

の
.方
法
?:
以
.：
て

歸

納

的

な

，
々

$

解
す
る
:2
:
無
視
す
る
も
の
：で
も
な
い
。
け
れV」

も
尙
、，
這
個
ヶ
ア
ン
ズ
の 

方
法
的
解
釋
k
接
し
て
、'
會
心
の
微
笑
を
禁
じ
得
ざ
る
も
.の
で
あ
る
。
.：

：：

.
抽
象
經
濟
學
.の
眞
の
創
始
者
C
S
C丸
V
デ
ゥ
ィ
ド
•
ジ
ヵ
ア
ド
ォ
の
方
法
を
以
て
、
歸
納
的
方
法
な
6
ど
す
る
主
張 

k
は
、'
筆
者
は
：未
だ
*
遇
し
た
事
が
な
い
'°
正
^

#
は
抽
象
：的
方
法
の
權
化
た
る
の
觀
が
あ
る
。
3
れ
：ば
如
何
に
彼 

が
抽
象
的
で
あ
つ
れ
か
述
べ
る
事
は
無
用
で
.あ
ら
ぅ
。
併
し
乍
ら
、
マ
ル
サ
ス
：の
：,
撕
如
船
4
;を
過
.度
に
カ
說
す
べ 

か

ら

ざ

る

：
ど
；等

し

く

、

y
力
ア
ド
ォ
の
方
法
^
於
け
るr

經
驗」

の
#
義
:5
:
珞
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
。
ォ
ブ
ラ
ー
の 

言
ふ
が
如
く
、
分
析
.的
方
法
の
概
念
、ヒ
し
て
の
.古
典
的
法
則
槪
念
は
、
.經
驗
ど
の
關
係
を
忘
れ
て
は
ゐ
な
い
。
リ
ヵ 

ア
ド
ォ
の
著
作
^
は
一
，般
R
何
等
の
事
實
的
資
料
が
な
く
、
.寧
ろ
を
れ
の
思
惟
に
依
つ
て
作
ら
れ
た
エ
キ
ス
が
存
在 

す
る
0
そ
れ
^
も
拘
ら
ず
被
.の

法

測

は

經

濟

生

，活

の

«
め
確
實
«
る
經
驗
.的
觀
察
^
遡
る
*-
が
出
來
_る
韶
セ
0
^

■
ヶ 

ア
ン
，'、ス
の
說
明
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、例
へ
ば
地
代
論
の一

前
提
は
、：同

1
”價
格
を
以
.て
販
資
3

れ

る

農

產

物

.
の

各

部 

分
の
生
.瘅
費
が
異
る
事
で
あ
る
が
、，M

れ
が
土
壊
^
對
す
る
實
驗
に
依
つ
て
、
直
接
的
S

證n

れ
得
る
も
の
で
あ 

る
.。
リ
ヵ
ア
ド
ォ
■の
如
く
、
實
際
.的
调
題
の
解
決
：か

-:
&
經
濟
普
硏
究
の
門
^
入
3
、
.
本

來

實

際

家

ど

し

て

觀

察

ょ

多 

ネ
事
實
を
.眼
前
灰
有
し
.た
る
入
物
が
、
.自

已

の

法

則

を

形

而

上

，學

的

：
，

.恩

辨

的̂

得

ら

.れ

た

る

ド

ダ

了

.^
-¥
沉
.卷

:
0
1
.
三
山
ハ.:5
_
ジ
ョ
ン
ノ
エ
リ
方
ク
ト
.
'
ヶ
ア
ン
ズ
の
經
濟
擧
汸
法
論
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一. 

■ 

,

錐
ニ
十
：五
、
卷

：

(

一
三
方
:2
へ
ふ
^
^
^
^ ̂

第
九
.敬

.ニ
六
.

-ぐ 

か
や
炎
^
玢
^
事
ぼ
傘
か
で
态
る
ザ
乂
铽
殊
ド
タ
ヵ
ア
妒
^̂

同
し
て
は
な
ら
な
：

S

 

o..
'リ
ヵ
.；ア
ド
オ
汶
於%

す
-|
經
濟
人
|-
';の
«

念
が
見
出
3

れ
る
事
，は
明
ら
か
で
あ
る
。
が
も
シ
ラ 

4

の

研

究

が

示

す

如

：
<
、
リ
ヵ
ア
ド
ォ

は
決
し
七
人
間
並
び
^

時
間
的
空
間
的
關
係
め
差
：異
6

を
务
過
し
仅w

 S

ふ 

'は
常
ら
な
，

S
。：
彼
凇
を
れ
等
を
^

 

で
あ
る
。
：彼
は
經
德
生
活
の
主
耍
な
^
事
實
及
合
則
性
を
認
識
せ
ん 

が
爲
.め
^

そ
れ
等
を
意
識
的
に
除
去
し
た
？
彼
の
方
法
：の
多
く
は
、
純
辟
な
る
思
辨
的
ミ
い
ふ
意
浓
^

於%

て
抽
象 

的
.た
る
よ
：ぅ
名
、
孤
立
的
方
法
で
あ
るv

S

ぶ
*

味
k

於s

て
柚
象
的
で
あ
る
デ
彼
^

.拘
束
'»
競

爭

の

支

：配
^
關

す

る.限
6

根

據

な

參

も

，，の

で

.

な
い
o
.何
故
な
ら
ば
、
彼
の
抽
象
は
當
時
の
英
國
R
決
窀
的 

，な
6
し
主
要
な
る
.要
素
の
、
實
^
忠
實
な
る
映
像
そ
與
へ
.る
'か
ら
で
あ
る
。
耍
す
る
^
彼
の
嚴
^
普
遍
化
^
れ
た
法 

.
則
は
經
濟
生
活
'の
祓
雜
性
の
爲
め
に
、.：や
む
な
く
個
々
的
狀
態
を
遺
識
的
に
排
除
し
、
大
.い
な
る
親
點
.の
み
?:
顧
み 

以
.
.
9
,
彼
の
時
代
.：の
經
濟
.生
洁
の
合
則
性
釔
發
.見
し
、
そ
の
因
果
的
連
鐵
を
明
に
せ
ん
>」

し
.た
事
に
、
歸
せ
ら
る
べ
会

で
：

あ
.：

K
Kff
b
.>t
r
l:

)

。.

：

.

」 

. 

.

'
.

•

ナ
.ッ
ソ
ゥ
..
•
ゥ
ィ
リ
ア
'ム：•  

?

1“

ォ
ア
.，の「
輕

濟

學

」

，
一
卷
は
、
最

も

判

然

た

る

方

法

的

意

識

を

以

て

構

成

3
れ 

た

る

抽

象

經

濟

學

の

典

型

的

書

物

で

あ

，る

.
。
' け

れ

ざ

も

、

.；
此

處

に

於

，い

て

も

亦

ソ

ヵ

ア

ド

.ォ
の
場
♦
ic
於
け
る
が
如 

く
、
そ
の「

抽
象」

は「

形
而
上
寧
的
•
，思
辨
的」

の
*

味
k
解
，$
れ

て

は

：な

ら

な

い

。

固

よ

.
り

彼

は

事

實

よ

々

も

推

論 

.を
龜
.に
重
大
ミ
す
る
。
分
れ
ざ
も
ぞ
の
惟
論
の
某
礎
介
る
も

の
：は
：常
^「

第
實」

で
あ
る
。
彼

は

y
い
’
 

•る
推
理
過
程」

ど
.s
a
n
事
實
か
ら
推
理
ず
る
事
.

jV
J

 

$
^
華
セ
|
^

猶

從

匝
^
觀
察
又
.枕
意
識
^
俊
つ
て
取
得
^

.n
石 

一
*
的
事
實
で
ぁ
る
.：

(

®
 

g

p而
し
て
又 

' 
そ
の
抽
象
的
方
法

も
判
然
た
る
孤
立
的
方
法
を
取
る
事
が
少
ぐ
な
ぃ
。バ
利
潤
率
の
大
小
匕
資
本
前
拂
期
間
の
；長
短
が
勞
働
の
，生
：產
物
が 

如
何
な
る
割
合
を
以
て
資
本
家
ど
勞
働
者
の
.間
に
分
配
^
れ
る
か
を
如
何
^

し
^ :
決

定

す

る

か

：を

示

す

^

當
つ
て
、
 

彼
は
明
白
に
八
個
の
：假
說
?:
設
け
る
0.
,己
の
；假
說
の
：下
^

於
い
て
利
澗
率
擊
前
<#
期

間

の

：變

動

が

生

.ず
る
：結
果
を 

檢
討
す
る
：。
然
る
後
順
次
以
仑
の
©

說
5:
'
除
去
し
1
そ
の
結
論
を
：现
實
校
近
づ
か
し
^

る
’の
^
あ
る
6

|

>

か
> 

る
演
繹
的
推
理
の
.結
論
k

對

す

.

.
る

被

の

«■
«

は
、
#

漱
斷
乎
た
る
%:
:の
が
あ
る
9
.
彼
に
，從
へ
ば
經
濟
學
の
.前
提
た
る 

倒
命
題
は
殆
ん
^
.
立
證
は
勿
論
、：
形
式
的
敍
述
.の
必
：要

さ

へ

ん

な

&

程
£
>

M
0
R

し

で一 ,

般
的
で
.あ
る
。
こ
れ
よ 

6

爲
さ
れ
る
推
論
は
V
:
前
提
が
一
.般
的
た
る
如
く
^
1
:
:般
的
で
お
办
、'
推
：
现̂
し
$

疋
確
ほ
ら
ば
、-:
':前
提
の
如
く
^
 

確
實
で
あ
る
。\
赏
の
性
質
及
生
產
^

關
す
5

.%
の
は
普
遍
的
^

眞
で
あ
る
。.：富
の
分
配
に
：關
す
§ ;
も
0 .
は
、：
特
定
國
. 

の
特
定
の
制
度
^ :
依
つ
セ
：影

響

さ

れ

勝

：ち

セ

あ

る

：
け

れ

ざ

も

、
へ
事

^
:
1
然

の

狀

態

を

以

て

：
：
：ふ

^

_

法
則
ビ
1

て
：
定 

め
得
べ
。
特
定
.の
妨
碍
原
因
^ :
侬
つ
’て
生
ず
べ
&

變
則
は
’後
に
»

酌
す
れ
ば
.ょ
6,
し
い
の
ザ
あ
る
幺(

6

七
@
0
-::彼
が 

實
際
^
せ
れ
.る
'方
法
又
，は
：槪
念
；は
、
必
ず
し
も
乙

の
方
法
理
論
の
如
ぐ
に
竣
巖
.で
_

な

い

が

、

.
然
も
®

般
の
方
法
論 

を
讀
む
時
、
：正
統
學
派
の
.方
法
^

對
す
.る
常
套
的
非
麵
は
、
リ
ヵ
.
ァ
ド
：ォ
：は 

の
慣
習
を
捨
て
、
寧
/)
シ 

ィ
，
ニ
ォ
ァ
に
：向

け

ら

る

.、
の

ょ

叉

疋

當

衣

る

を

感

ず

る

：
で

あ

^
,
5
?
ミ
：
グ
及
ヶ
で
ン
，

ズ

は
程«

の
‘差

Zを ..

あ

れ

、

共.
 

k-
m

繹
®n

の
撿
證
、
の
必
要
を
認
へ
め
；
て
ゐ
る
：
が

、

:
シ

ィ
-
ォ
へ
ァ
，：
は

〔

全

く

之̂
觸
れ
.て
：居
&

ず
、
：：_

っ
，Tc
;
-1
推
論
は
推 

现
k

し
て
芷
確
な
ら
1

则

捧

の

如

く

に

細

實

な

女

11
-:
ど

稱

し

：て
、
、
演

繹

推

論

^

對

す̂

最

も

：深
ぃ
#

賴
5:
示

し

て

：；
.ゐ

ぐ
；ジ
.
.
ョン
 
>
ス
ぺ
チ
ナ
ァ
ー
，ト
^

ミ̂

が

認

容

し

主

張
^

た

る

眞

滿

學̂
究
法
ー
は̂
A
で
^

る
-y
°

そ

の
；
1̂

し

て

瓦

つ

主

要

辦

ニ 

十

.
五
#

“ 

(

.
5 

六
'
$

. 

 ̂
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■ 

液

九

#
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I
 鐘

^

^

^

^

^

第
二
十
五#

(

ニ
ニ
六
八v

:

,

fン‘
工
，
リ
ォ
ッ
ト
•

ゲ
ナ
.ソ
ズ
の
經
濟
學
方
.法
論 

像
九

雄

「

ニ

八

-

な
：る

ネ

の

.は

、
.所

_

具

職

的

演

奮

で

，あ
1

塞

：1_

現
象
#

異
# '
蒙

：
複

雜

性

，
が

，
第
一
一
：
_

法

の

使

,

,能

な

ら

し

む

る

時

、

之

に

代

る

ベ

さ

逆

演

繹

法

で

あ

る

。

.:
'
具

體

的

演

繹

法

は

演

繹

法

又

は

ア

ブ

:.:

で

あ

る

が
 

> 
等

し

ぐ

：之̂
屬

ず

务

抽

象

的

方

法

：

(

數

學
^
於

：ゆ

る

如

：：暴

ぞ

は

「

檢
證
じ.の
：必

要§
有

無

に

ょ

：つ

(

て
录
も 

.,判

然
^
區

分

芬

れ

る

。
例

：べ

ぱ

幾

树

學

^
在

0
モ

は
、
^

し

て

、.
1
原

现

：
か

ら

生

ず

'
る

結

果

式

他

の

原

©

が

ら

生

^

る

結

果

)

ミ

は

決

：
(_
;
.
て

衝

突

す

る

事

が

な

^
^

.

の

必

要

が

な

：
い
：

0ノ
然
る̂'
社
.會

科

學

把

於.い

ザ

ば

^
^
論

原

因

ょ

令

結

果

を

推

理

す

る

の

ヤ

於
け
,̂
如
く
單
k
:
I原

因

の

，
法

則

ょ

々
せ

ずし
'て
、
相
合
1>
:

'て
結
果
,̂
影
響
^
_及
^
す

原

：
因

.
の

全

部

^
考

察

し

.
、
且 

つ

之

等

の
^

月
2:
'

-
相
瓦̂

'

調
和
ぜ
し
め̂

^

^ '
^

依
つ
1:
、.；之̂

爲
す
の
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も

Ĵ
、
K

一
 

つ
の
闽

»

 

が
あ
る
。
令
れ
は
、
數
個
の
傾
向
を
結
合
し
、
多
數
：の
：共
在
的
原
®
の
.綜
合
：5
結
果
を
論
ず
る
場
合
：把
は
、
菩
人
は 

を
の
場
合
^
存
し
得
ベ
&
;全
厮
：因
の
：影
響
?:
砰
»
し
：«
合
：，
ざ
5:
^
得
な
い
が
> 
乙
れ
は
人
間
能
力
の
及
.ば
な
'

S

事 

，で
あ
-る
。
^

、
に

於

：い

で

社

會

現

'象
に
適
用
さ
れ
る
演
繹
的
方
法
の
缺
©

は
最
本̂
^
 ̂

乙
、
に
到 

づ
て

I

度
斥

け

ら

れ

.た

る

「

經
驗J

は
檢
證
の
名
忆
於
0

て
W
S

ぞ

の

：：入

：ロ
を
見
：出

す

の

で

あ

：
る

0
,
か
ぐ
の
：如さ
方

法 

は
ケ
ア
シ
ズ
が

'*
說
ず

る
方
法V

略
*
.

1
:

致
す
.る

o
 

Zの
意
味
^
於
い
^

:、.ケ
ア
シ
ス
が
ミ
ル
も
亦
自
：已
の
主
張
す
る 

方
法
を
採

れ

るも
の
^
い
へ
る

は
1£
し
い
。
け
れ
匕
も
？
所
謂
逆
演
繹
法
に
.
0い
.て
は
’全

く

當

ら

な

い

ど

い

ふ

べ

き 

で

ぁ

ら

ぅ9

z
n
zを
は

ケ

アン
ズ
が
徹
底
的
^
排

擊

せ

るコン
讣
の
方
'法
で

t

o

殊

ド
.ヲ
シ
，
.
ト

が

社

會

科

學

に 

對
し
て
歷
.史

的
方
法
を
用

ぬ
ん
ど
す
る
理
曲

は、
'社
會
現
象
の
複
雜
性
で
あ

る

が、
：
：
tの
理
由
は
々
■
ア

シ

ズの
承
服 

し
難
さ

ど

己.ろ
で
あ
る
。.

然
る
ic
、
、
、ル
が
逆
演
繹
法
即

ち
鹰
史

的

，
方

法
?:
.
.
採

用

する

の理

由

は

：
■、

「

現

象

の異

常
^
る

祓
雜
性」

，
で
あ
る
。
當
抵
ヶ
.ァV

ズ
の
承
認
を
得
ら
る
べ
き
で
な
い
が
、
ヶ
ァ
シ
ズ
は
何
故
か
之
に
對
し
て
沈
默
を 

守
つ
て
ゐ
る
，

以
上
.を
通
觀
す
る
^
、
疋
統
學
派
の
方
法
史
に
對
す
る
ヶ
ァ
ン
ズ
の
見
解
は
大
體
に
於
い
て
正
鴿
を
得
て
居
る
 ̂

い
ひ
得
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
少
く
S
も
^

の
方
法
論
史
に
對
し
て
は
、「

逆
演
繹
法」

を
除
け
ば
殆
ん
ざ
全
く
芷
し
い
^: 

い
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
實
に
英
國
正
統
學
派
の
方
法
論
は
常
に
演
繹
的
方
法
ど
歸
納
的
方
法
^
を
對
立
せ
し
め
、
そ 

の
前
者
を
探
っ
て
後
者
を
斥
け
る
に一

致
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
け
れV

i

も
こ
の
對
立
は
實
は
充
分
な
る
理
由
?:
有 

す
る
^

の
で
な
い
。
.例

へ

ば

、
、
、
ル

?:
見
ょ
、
彼
は
そ
の
法
則
の
先
驗
的
截
礎
づ
け
を
云
々
す
る
。
け
れ
ざ
も
實
際
k 

於
い
て
、
彼
は
彼
の
聯
合
の
法
則
の一

っ
を
で
も
先
驗
的
方
法
で
得
て
は
ゐ
な
い
。
ミ
ル
^

^
っ
て
自
稱「

演
繹
的 

方
法」

.
S
自
稱
っ
歸
納
的
方
法」

ど
の
差
別
は
結
局
程
度
の
差
を
意
味
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
彼
は「

軍
純
次」

關
係
に
は 

前
者
を「

複
雜
な」

關
係
R

は
後
者
を
適
用
し
た
'の
で
あ
る
.。
ミ\

の4

で
な
い
o

英
國
JE
統
經
濟
學
の
論
现
學
者
等 

•か「

演
捧
的
方
法」

^
名
付
け
經
濟
學
仅
用
ゐ
んw

し
た
る
^M

ろ
の
も
の
は
、
個
々
の
場
合
を
歸
納
に
依
っ
て
得
た 

る「

法
則」

の
下
^

總
括
す
る
事
で
.あ
っ
た
。
又
は
、
精
々
で1

般
的
*

及
び
最
も
'I

般
的
法
則
か
ら
特
殊
的
法
則
を 

導
く
事
で
あ
'っ
た
。
依
っ
て
以V

人
が
か
のI

般

的

法

則

達̂

ず

る

方

法

、
即
ち
歸
納
の
方
法
は
常
に
變
る
事
な
く 

存
在
す
.る
の
で
あ
.る(
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